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最初にお読みください

本書について

本書では、TMS320C55x™（C55x™）DSP ジェネレーションの TMS320VC5501 および TMS320VC5502 デジ

タル・シグナル・プロセッサ（DSP）上のホスト・ポート・インターフェイス（HPI）の機能および動作につい

て説明します。

表記規則

本書では、次の表記規則を使用しています。

�           多くの場合、16 進数は末尾に h が付いて表されています。たとえば、次の数字は

16 進数の 40（10 進数の 64）です。

40h

同様に、2 進数は通常、末尾に b が付いて表されています。たとえば、次の数字

は 10 進数の 4 を 2 進数で示したものです。

0100b

�           信号またはピンがローアクティブの場合は、上線が付いています。 たとえば、 

RESET 信号はローアクティブです。

関連資料

C55x デバイスおよびそのサポート・ツールなどを解説した関連資料は、次のとおり

です。 関連資料は、www.ti.com から入手可能です。www.ti.com にアクセスして、検索  

ボックスに文献番号を入力してください。 

『TMS320VC5501 Fixed-Point Digital Signal Processor Data Manual』（文献番号    

SPRS206）では、TMS320VC5501 固定小数点 DSP の機能や、信号表記、ピ

ンアウト、電気的仕様、タイミングについて説明しています。

『TMS320VC5502 Fixed-Point Digital Signal Processor Data Manual』（文献番号    

SPRS166）では、TMS320VC5502 固定小数点 DSP の機能や、信号表記、ピ

ンアウト、電気的仕様、タイミングについて説明しています。

『TMS320C55x Technical Overview』（文献番号 SPRU393）では TMS320C55x DSP、   
および TMS320C5000™ DSP プラットフォームにおける固定小数点 DSP の 

最新版について説明しています。 以前の製品と同様に、このプロセッサは、高 

性能で低消費電力での動作に最適です。 この資料では、CPU のアーキテク 

チャ、拡張された低消費電力機能、および組み込みエミュレーション機能に

ついて説明しています。
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『TMS320C55x DSP CPU Reference Guide』 （文献番号SPRU371）では、TMS320C55x    
DSP のアーキテクチャ、レジスタ、CPU の動作について説明しています。

『TMS320C55x DSP Peripherals Overview Reference Guide』（文献番号 SPRU317）    
では、TMS320C55x DSP で使用可能なペリフェラル、インターフェイス、お 

よび関連するハードウェアについて説明しています。

『TMS320C55x DSP Algebraic Instruction Set Reference Guide』（文献番号    

SPRU375）では、TMS320C55x DSP の各代数表記命令について説明してい 

ます。 また、命令セットの要約、命令オペコードの一覧、およびニーモニック 

命令セットへの相互参照も記述しています。

『TMS320C55x DSP Mnemonic Instruction Set Reference Guide』（文献番号    

SPRU374）では、TMS320C55x DSP の各ニーモニック命令について説明し 

ています。 また、命令セットの要約、命令オペコードの一覧、および代数表記 

命令セットへの相互参照も記述しています。 

『TMS320C55x Optimizing C/C++ Compiler User's Guide』（文献番号 SPRU281）    
では、TMS320C55x の C/C++ コンパイラについて説明しています。 この C/ 
C++ コンパイラは、ISO 標準の C および C++ ソース・コードに対応し、

TMS320C55x デバイス用のアセンブリ言語ソース・コードを生成します。

『TMS320C55x Assembly Language Tools User's Guide』（文献番号 SPRU280）で    

は、TMS320C55x デバイス用のアセンブリ言語ツール（アセンブリ言語コー 

ドの開発に使用するアセンブラやリンカなどのツール）、アセンブラ擬似命

令、マクロ、共通オブジェクト・ファイル・フォーマット、およびシンボリッ

ク・デバッグの擬似命令について説明しています。

『TMS320C55x DSP Programmer's Guide』（文献番号 SPRU376）では、TMS320C55x    
DSP の C とアセンブリのコードを最適化する方法、また DSP の特殊な機能

と命令を使用するコードの書き方について説明しています。

商標

TMS320C5000、TMS320C55x、および C55x は Texas Instruments の商標です。

その他の商標は各社の所有物です。
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ホスト・ポート・インターフェイス（HPI）

本書では、TMS320VC5501 および TMS320VC5502 デジタル・シグナル・プロセッ

サのホスト・ポート・インターフェイス（HPI）について説明します。 HPI は、外部の 

ホスト・プロセッサ（ホスト）が 8 または 16 ビットのインターフェイスを使って DSP
内部のメモリに直接アクセスできるようにします。

1 HPI の概要

HPIは外部のホスト・プロセッサ（ホスト）から、TMS320VC5501およびTMS320VC5502
DSP の内部メモリにアクセスするためのパラレル・ポートを提供します（表 1. を参

照）。 アドレス 0000h ～ 005Fh は、CPU のメモリ・マップド・レジスタに割り当てら 

れているため、ホストからアクセスできません。 ホストは DSP 外部のメモリへ直接ア 

クセスすることはできません。

表 1. ホストがアクセスできる内部メモリと、ホストに要求されるアドレス・ビット

図 1. は、HPI によるホスト（図の左側）と DSP 内部メモリ（図の右側）の接続例を

ハイレベルなブロック図で示したものです。 ホストの動作は、HPI をドライブする 

DSP の高速ペリフェラル・クロック（SYSCLK1）と同期しません。 ホストは、HPI の 

マスタとして機能します。 HPI のリソースが一時的に利用できなくなった場合、HPI 
は、HPI レディ（HRDY）出力信号をディアサートすることにより、利用不能である

ことをホストへ伝えることができます。

デバイス
ホストがアクセスできる
内部メモリ ホストで要求されるアドレス・ビット

TMS320VC5501 先頭の 16K ワード 

（アドレス 0000h～ 005Fh
を除く）

ホストは、HPI へ 14 ビットのアドレス

を提供する必要があります。ここで、各
アドレスはメモリ内の1ワード（16ビッ

トの値）を指します。

TMS320VC5502 先頭の 32K ワード 

（アドレス 0000h～ 005Fh
を除く）

ホストは、HPI へ 15 ビットのアドレス

を提供する必要があります。ここで、各
アドレスはメモリ内の1ワード（16ビッ

トの値）を指します。
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HPI の概要
図 1. ホストー DSP システム内での HPI のポジション

HPI は 2 つのインターフェイス・モードをサポートします。

�           8ビット共用モード： リセット時にDSPのGPIO6ピンがHighにサンプリングされ 

る場合、このモードが選択されます。 このモードでは、8 ビットのデータ・バス 

（HD[7:0]）はアドレスとデータの両方を伝達します。 バス上で各ホスト・サイク 

ルは、2 つの連続する 8 ビット転送で構成されます。 ホストがバス上でアドレス 

をドライブする時は、そのアドレスは HPI 内の 16 ビットのアドレス・レジスタ

内に格納され、次にはバスをデータのために使用できるようになります。 HPI に 

は 2 つの HPIA（HPIAR と HPIAW）があり、それぞれ、リード・アクセスおよ

びライト・アクセス用の独立したアドレス・レジスタとして使用できます（詳細

については、 17 ページの 2 節を参照）。

�           16 ビット分離モード： このモードは、TMS320VC5501 デバイスではサポートさ  

れていません。 TMS320VC5502 デバイス上で、リセット時に DSP の GPIO6 ピ 

ンが Low にサンプリングされる場合、このモードが選択されます。 分離モード 

では、HPI は、アドレス・バスとデータ・バスを分け、16 ビットのアドレス・

バス（HA[15:0]）と 16 ビットのデータ・バス（HD[15:0]）を提供します。 この 

モードでは、HPI のアドレス・レジスタは使用しません。 データ・バス上の各ホ 

スト・サイクルは、1 つの 16 ビット転送で構成されます。

16 ビットの制御レジスタ（HPIC）へは、DSP CPU およびホストからアクセスでき 

ます。 CPU は HPIC を使用して、ホストへ割り込み要求を送信し、ホストからの割り 

込み要求をクリアし、HPI を監視します。 ホストは HPIC を使用して、HPI を設定、監 

視し、CPU へ割り込み要求を送信し、CPU からの割り込み要求をクリアします。
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HPI の概要
ホストと HPI の間のデータ・フローには、テンポラリ・ストレージ・レジスタである

16 ビット・データ・レジスタ（HPID）が使用されます。 ホストから受け取ったデー 

タは、DSP 内の他の場所に格納されるまで、HPID 内に保持されます。 ホストへ送信 

されるデータは、HPI で転送の準備が整うまでの間、HPID 内に保持されます。 アドレ 

スの自動インクリメントを使用している場合は、バースト・データの格納にリードお

よびライト FIFO を使用します。 自動インクリメントを使用していない場合は、FIFO 
メモリは単独のレジスタとして動作します（1 つのロケーションのみが使用されま

す）。

1.1 HPI レジスタの概要

表 2. は、HPI 内のレジスタの概要を、ホストおよび DSP CPU 側からのアクセス権お 

よびアクセス要件を含めてまとめたものです。 54 ページの 9 節「HPI レジスタ」では  

これらのレジスタすべてについて細かく説明します。 17 ページの 2 節「アドレス・レ  

ジスタの使用（8 ビット共用モードのみ）」では、2 つのアドレス・レジスタ（HPIAW
と HPIAR）が存在する理由と、ホストによるレジスタの使用方法を規定する 2 つの

HPIA モードについて説明します。

ホストは HPIC、HPIAW、HPIAR、HPID のみへアクセスできます。 HCNTL[1:0] 信号 

をあるレベルでドライブすることによって、ホストは HPIC、HPIA、HPID アクセス

のうちどれを実行しているかを示します。 HPID アクセスの場合、HCNTL 信号はまた、 

HPI がアクセス後に自動アドレス・インクリメントを実行する必要があるか、アクセ

ス後にアドレスをインクリメントしないかを示します。 HCNTL[1:0] 信号の機能につ 

いては、25 ページの 3.4 節「HCNTL[1:0] および HR/W：サイクル・タイプの指定」 

に詳しく記載されています。 HR/W 信号は、ホストがリード中かライト中かを示しま 

す。

DSP CPU は HPID へアクセスできませんが、HPIC、HPIAR、HPIAW へは限定的に 

アクセスできます。 CPU は、HPI のエミュレーション・モードの選択に使用する、電 

力およびエミュレーション管理レジスタへフルにアクセスできます。 HPI 内のレジス 

タへアクセスするため、CPU は DSP の I/O 空間内の指定されたアドレスへアクセス

します。表 2. に I/O アドレスを示します。

注：
DSP には、HPID と内部メモリ間のデータ転送を管理するための専用の HPI DMA 
ロジックがあります。 HPI DMA ロジックはプログラマブルでないため、ホストが提  

供するアドレスを使用してデータを自動的にストアまたはフェッチします。 HPI 
DMA ロジックは、DSP に含まれる DMA コントローラに依存しません。 DMA コン 
トローラについての情報は、『TMS320VC5501/5502 DSP Direct Memory Access  
(DMA) Controller Reference Guide』（文献番号 SPRU613）を参照してください。
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HPI の概要
表 2. HPI レジスタの概要 

ホスト・アクセス CPU アクセス

レジスタ

リード / ライトの 

アクセス権 アクセス要件

リード / ライトの 

アクセス権

I/O 
アドレス

予約 – – – A000h ～
A001h

HPWREMU： 

電 力 お よ び エ ミ ュ
レーション管理レジ
スタ

なし – リード / ライト A002h

予約 – – – A003h

HGPIOINT1： 

汎用 I/O 割り込み制御

レジスタ 1

なし – リード / ライト A004h

HGPIOINT2： 

汎用 I/O 割り込み制御

レジスタ 2

なし – リード / ライト A005h

HGPIOEN： 

汎用 I/O イネーブル・

レジスタ

なし – リード / ライト A006h

予約 – – – A007h

HGPIODIR1： 

汎用 I/O 方向レジスタ
1

なし – リード / ライト A008h

予約 – – – A009h

HGPIODAT1： 

汎用 I/O データ・レジ

スタ 1

なし – リード / ライト A00Ah

予約 – – – A00Bh

HGPIODIR2： 

汎用 I/O 方向レジスタ
2

なし – リード / ライト A00Ch

予約 – – – A00Dh

HGPIODAT2： 

汎用 I/O データ・レジ

スタ 2

なし – リード / ライト A00Eh

予約 – – – A00Fh

HGPIODIR3： 

汎用 I/O 方向レジスタ
3 

または予約注 1

なし – リード / ライト A010h

予約 – – – A011h

注 1  TMS320VC5502 デバイス上では、アドレス・ピン HA[15:0] が汎用 I/O に設定されている場合は HGPIODIR3 および HGPIODAT3 が 

使用されます。TMS320VC5501 デバイス上では、アドレス・ピンがないため、これらのレジスタ・アドレスは予約されています。
注 2  シングル HPIA モード、およびデュアル HPIA モードについては、17 ページの 2 節「アドレス・レジスタの使用（8 ビット共用モー  

ドのみ）」に説明があります。
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HPI の概要
HGPIODAT3： 

汎用 I/O データ・レジ

スタ 3 

または予約注 1

なし – リード / ライト A012h

予約 – – – A013h ～
A017h

HPIC： 

制御レジスタ

リード / ライト HCNTL1 Low 
HCNTL0 Low

リード： すべてのビット 

ライト： HINT および

DSPINT ビットのみ

A018h

予約 – – – A019h

HPIAW： 

ライト・アドレス・レ
ジスタ

リード / ライト � 共用モード
� HCNTL1 High 

HCNTL0 Low
� シングル HPIA モード、

または HPIAW を選択し

たデュアル HPIA モード
注 2

リード専用 A01Ah

予約 – – – A01Bh

HPIAR： 

リード・アドレス・レ
ジスタ

リード / ライト � 共用モード
� HCNTL1 High 

HCNTL0 Low
� シングル HPIA モード、 

または HPIAR を選択し

たデュアル HPIA モード
注 2

リード専用 A01Ch

予約 – – – A01Dh～
A020h

HPID： 

データ・レジスタ

リード / ライト 自動インクリメントする 
  HCNTL1 Low 
  HCNTL0 High
自動インクリメントしない 
  HCNTL1 High 
  HCNTL0 High

なし なし

表 2. HPI レジスタの概要 

ホスト・アクセス CPU アクセス

レジスタ

リード / ライトの 

アクセス権 アクセス要件

リード / ライトの 

アクセス権

I/O 
アドレス

注 1  TMS320VC5502 デバイス上では、アドレス・ピン HA[15:0] が汎用 I/O に設定されている場合は HGPIODIR3 および HGPIODAT3 が 

使用されます。TMS320VC5501 デバイス上では、アドレス・ピンがないため、これらのレジスタ・アドレスは予約されています。
注 2  シングル HPIA モード、およびデュアル HPIA モードについては、17 ページの 2 節「アドレス・レジスタの使用（8 ビット共用モー  

ドのみ）」に説明があります。
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HPI の概要

  

 

1.2 HPI 信号の概要

DSP の外部バス選択レジスタ（XBSR）には、パラレル / ホスト・ポート共用モード・

ビットが含まれています。このビットは、DSP 内のピンの割り当てを決定します。表

3. では、HPI 上でのこのビットの機能について説明します。 リセット時に GPIO6 ピン 

に基づいて共用モードが選択されます。 リセット時に GPIO6 が Low にサンプリング 

されている場合、共用モード・ビットは、0 に設定されます。リセット時に GPIO6 が

High にサンプリングされている場合、共用モード・ビットは、1 に設定されます。

XBSR および GPIO6 についての詳細は、デバイス別のデータ・マニュアル、

『TMS320VC5501 Fixed-Point Digital Signal Processor Data Manual』（文献番号    

SPRS206）または、『TMS320VC5502 Fixed-Point Digital Signal Processor Data    
Manual』（文献番号 SPRS166）を参照してください。

表 4. は各 HPI 信号をまとめたものです。 信号名、信号の入出力状態（入力、出力、ま 

たはハイ・インピーダンス）、インターフェイスのホスト側の接続、信号の機能の説

明が記載されています。

表 3. XBSR のパラレル / ホスト・ポート共用モード・ビットの機能

デバイス

パラレル / ホスト・ポート共用モード・ビッ

ト = 0 
（リセット時に GPIO6 ピンが Low の場合のデ

フォルト）

パラレル / ホスト・ポート共用モード・ビッ

ト = 1 
（リセット時に GPIO6 ピンが High の場合のデ

フォルト）

TMS320VC5501 8 ビット共用モード・オフ。

HBIL、HAS、および HD[7:0] のピンは HPI に

よって制御されません。 ホスト・アクセスは不 

可になっています。

8 ビット共用モード・オン。

 HPI は 8 ビット共用モードで必要なすべてのピ 

ンを制御します。

TMS320VC5502 16 ビット分離モード選択。

 HPI は 16 ビット分離モードで必要なすべての 

ピンを制御します。 不必要なピン、HBIL、およ 

び HAS は HPI によって制御されません。

8 ビット共用モード選択。 

HPI は 8 ビット共用モードで必要なすべてのピ

ンを制御します。 不必要なピン、HA[15:0] およ 

び HD[15:8] は HPI によって制御されません。
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HPI の概要
表 4. HPI 信号 

信号

入出力

状態注 1 ホスト接続 説明

HPIENA I High または Low に接続 HPI イネーブル。 HPI を動作可能にするには、このピンを High 
に接続します。 このピンを Low に接続すると、HPIはディスエー 

ブルとなり、汎用 I/O をイネーブルにしていないすべての出力

ピンは、ハイ・インピーダンス状態になります。

HCS I チップ・セレクト・ピン HPI チップ・セレクト。 ホストが選択する HPI の HCS は Low に 

する必要があります。 アクセスとアクセスの間、HCS は Low の 

ままにすることができます。 HCS は通常、アクティブな HDS 
（データ・ストローブ）信号に先行しますが、選択とストローブ
動作を同時に行うにため HDS ピンに接続することができます。

HDS1 および 
HDS2

I リード・ストローブおよ
びライト・ストローブの
ピン、またはデータ・ス
トローブ・ピン

HPI データ・ストローブ・ピン。 これらのピンは、HPI に入出力 

されるデータのストローブに使用します（データ・ストローブ
の詳細については、23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および 

HCS：データ・ストローブとチップ・セレクト」を参照）。 デー 

タ転送の方向は、HR/W 信号のロジック・レベルにより変わり

ます。

HDS 信号は、立ち下がりエッジで制御情報をラッチするために

も使用します（HAS を High に接続している場合）。 HPID ライ 

ト・アクセス中、データは HDS の立ち上がりエッジで HPID レ

ジスタへラッチされます。 リード時は、これらのピンはホスト・ 

データ・バスの出力イネーブル・ピンとして動作します。

HCNTL[1:0] I アドレスまたは制御ピ
ン

HPI アクセス制御入力。 HPI は、HAS または、内部 HSTRB の 

立ち下がりエッジでこれらのピンのロジック・レベルをラッチ
します（内部 HSTRB の詳細については、23 ページの 3.3 節 

「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・

セレクト」を参照）。 これらのピンの 4 つのバイナリ状態は、現 

在の転送のアクセス・タイプ（HPIC、自動インクリメント付

HPID、HPIA、HPID）を規定します。

HR/W I R/W ストローブ・ピン HPI リード / ライト。 HR/W は、HAS または内部 HSTRB の立ち 

下がりエッジで、現在のアクセスがリードもしくはライト動作

かを示します。 HR/W を High にドライブすると、転送は、HPI 
からのリードであることを示し、HR/W を Low にドライブする

と、HPI へのライトであることを示します。

HBIL I アドレスまたは制御ピ
ン

バイト識別ライン。 8 ビット共用モードでは、ホストはホスト・ 

サイクルの第 1 および第 2 バイトを識別するために、HBIL を使

用する必要があります。 第 1 バイトでは HBIL を Low に、第 2 
バイトではHighにドライブする必要があります。 HPIが16ビッ 

ト分離モードで動作しているときは、この信号は無視されます
（TMS320VC5502 デバイスのみ）。

HAS I ALE（アドレス・ラッチ・

イネーブル）またはアド
レス・ストローブ・ピン。

アドレス・ストローブ。 アドレスとデータを共用したバスを持 

つホストのALEピンにはHASを接続することができます。 HAS 
の立ち下がりエッジは、通常ホストのアドレス・ラインに接続
している HR/W、HCNTL1、および HCNTL0 ピンのロジック・

レベルをラッチするために使用されます。 使用する際、HAS 信 

号は内部 HSTRB 信号の立ち下がりエッジに先行する必要があ

ります。

アドレスとデータに別々のバスを持つホストでは、この信号を
High に接続する必要があります。 その場合 HPI は、内部 HSTRB 
信号の立ち下がりエッジで HR/W、HCNTL1、および HCNTL0
レベルをラッチします。

注 1 I = 入力、O = 出力、Z = ハイ・インピーダンス
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HPI の概要
HA[15:0] I アドレス・バス HPI アドレス・バス。16 ビット分離モードでは、ホストはこの

16 ビット・バス上で 15 ビット・アドレスをドライブします。

HA[14:0] はこのアドレスを伝達し、15 アドレス・ビットのみが

必要なため、HA15 のビットは無視されます。 8 ビット共用モー 

ドでは、HA[15:0] は使用されません。

HD[15:8] 
HD[7:0]

I/O/Z データ・バス HPI データ・バス。HPI データ・バスは、HPI の入出力データを

伝達します。 16 ビット分離モードでは、16 ラインすべてが使用 

されます。 8 ビット共用モードでは、7 ～ 0 までのラインが使用 

されます。 TMS320VC5501 デバイスには、HD[15:8] はありませ 

ん。

HRDY O/Z 非同期レディ・ピン HPI レディ信号。 HPI が HRDY を High にドライブした場合は、 

ホストは現在のホスト・サイクルを終了することができます。

HPI が HRDY を Low にドライブした場合は、HPI は現在のホス

ト・サイクルを終了するための準備ができていません。

HINT O/Z 割り込みピン ホストへの割り込み。 DSP は HPIC の HINT ビットへ 1 をライ 

トすることにより、ホスト・プロセッサへ割り込むことができ
ます。 ホストは、次の HINT 割り込みが発生する前に、HINT ビッ 

トへ 1 をライトすることにより以前の割り込みをクリアする必

要があります。 このピンはローアクティブで、HPICのHINTビッ 

トの値を反転したものです。

表 4. HPI 信号 

信号

入出力

状態注 1 ホスト接続 説明

注 1 I = 入力、O = 出力、Z = ハイ・インピーダンス
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アドレス・レジスタの使用（8 ビット共用モードのみ）
2 アドレス・レジスタの使用（8 ビット共用モードのみ）

HPI は、リード動作用（HPIAR）とライト動作用（HPIAW）の 2 つの 16 ビット・ア

ドレス・レジスタを持っています。 これらの役割は、HPI DMA ロジックから見た場合  

違いはありせん。 HPI の 8 ビット共用モードでは、HPI DMA ロジックは内部メモリを  

リードする際に HPIAR からアドレスを取得し、内部メモリへライトする際に HPIAW
からアドレスを取得します。

HPI DMA ロジックとは異なり、ホストは 2 つの HPIA レジスタとの対話方法を選択で 

きます。 ホストは HPIC の DUALHPIA ビットを使って、HPIAR および HPIAW が、単 

独の 16 ビット・レジスタとして動作する（シングル HPIA モード）か、2 つの独立し

た 16 ビット・レジスタとして動作する（デュアル HPIA モード）かを決定します。

2.1 シングル HPIA モード

HPIC 内で DUALHPIA = 0 の場合、HPIAR と HPIAW はホストから見て単独の HPIA  
レジスタとなります。 このモードでは、以下のようになります。

�           ホストの HPIA ライト・サイクル（HCNTL[1:0] = 10b、HR/W = 0）では、HPIAR    
と HPIAW は同じ値で更新されます。

�           自動インクリメント・リード / ライト・サイクル（HCNTL[1:0] = 01b）では、両  

方の HPIA レジスタがインクリメントされます。

�           HPIA リード・サイクル（HCNTL[1:0] = 10b、HR/W = 1）では、HPIAR の内容が    

返されます。これは HPIAW の内容と同じです。

HPIAR と HPIAW のコンテンツの同一性を保つため、ホストは DUALHPIA ビットの

状態を変更した後、必ず両方の HPIA レジスタを初期化する必要があります。 さらに、 

DUALHPIA = 0 の場合、データの方向を変更する（HPID リード・サイクルから HPID  
ライト・サイクルへ、またはその逆）たびに、ホストは両方の HPIA レジスタを初期

化する必要があります。 これを行わない場合、HPI DMA ロジックがアクセスするメモ  

リの場所は、ホストが意図した場所と異なる場合があります。

2.2 デュアル HPIA モード

ホストは、デュアル HPIA モード（HPIC 内の DUALHPIA = 1）を選択することによ  

り、2 つの独立した HPIA レジスタを利用できます。 このモードでは、以下のように 

なります。

�           ホスト HPIA のアクセス（HCNTL[1:0] = 10b）は、HPIC の HPIA リード / ライト選  

択（HPIASEL）の値により、HPIAR または HPIAW のどちらかをリード / 更新し

ます。 このビットはホストによってプログラムされます。 HPIASEL = 1 のとき    

は、HPIAR のみがホストによってリードまたは更新されます。 HPIASEL = 0 の   

ときは、HPIAW のみがホストによってリードまたは更新されます。 HPIASEL 
ビットは、デュアル HPIA モードでのみ有効となります。

注：
HPIASEL ビットは、HPI DMA ロジックに影響を与えません。 HPI DMA ロジック   
は、HPIASEL の値に関係なく、メモリからリードする際には HPIAR を、メモリへ
ライトする際には HPIAW を使用します。
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�           自動インクリメントするホスト HPID アクセス（HCNTL[1:0] = 01b）では、関連  

するHPIAのみの値が連続する次のメモリ・アドレスへインクリメントされます。

自動インクリメント・リード・サイクルでは、HPIAR は、メモリからの現在の

リードを実行した後にインクリメントします。 自動インクリメント・ライト・サ 

イクルでは、HPIAW は、ライトを実行した後にインクリメントします。

3 HPI の動作

3.1 ホストと HPI 間の信号接続

図 2. は、16 ビット分離モードの信号接続例を示しています。図 3. および図 4. は、8
ビット共用モードの信号接続例を示しています。 図 3. では、HAS 信号は、27 ページ  

の 3.6 節「HAS：8 ビット共用モードでの制御情報の早期ラッチ」の説明に従って使

用されています。 図 4. では、HAS は High に接続しています（使用されていません）。 

以下は、2 つのインターフェイス・モードにおける信号接続を比較したときの主要な

ポイントです。

�           DSP の GPIO6 ピンは、16 ビット分離モード（TMS320VC5502 デバイスのみ）で

はリセット時は Low に、8 ビット共用モードではリセット時は High に保持する

必要があります。

�           HPI のアドレス・ストローブ（HAS）は、16 ビット分離モードでは使用されず、

8 ビット共用モードではオプションとなります。

�           HPI のバイト識別ライン（HBIL）は、16 ビット分離モードでは使用されず、8 ビッ

ト共用モードでは必須となります。

�           HPI のアドレス・バス（HA[15:0]）は、16 ビット分離モードでは使用され、8 ビッ

ト共用モードでは使用されません。
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図 2. 16 ビット分離モードでのホストと DSP 間の信号接続例

注 1 GPIO6 は High または Low に固定する必要はありません。 このピンはリセット時にサンプリングされます。 TMS320VC5501 デバイスで  

リセット時に GPIO6 が Low にサンプリングされると、HPI はディスエーブルになります。
注 2 データ・ストローブのオプションについては、23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・セレ 

クト」で説明します。

アドレスまたは I/O
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チップ・セレクト

データ・ストローブ
注 2

データ

割り込み
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HCNTL[1:0]

HR/W
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HD[15:0]
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HRDY

HPIENA

HPI

TMS320VC5502 DSPホスト

ロジック・ハイ HAS

GPIO6ロジック・ 

ロー注 1

アドレス HA[15:0]

接続なし HBIL

ロジック・ハイ

2

16

16
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図 3. 8 ビット共用モードで HAS 信号を使用した場合のホストと DSP 間の信号接続例

注 1 GPIO6 は High または Low に固定する必要はありません。 このピンはリセット時にサンプリングされます。
注 2  データ・ストローブのオプションについては、23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・セレ  

クト」で説明します。
注 3 TMS320VC5501 デバイス上には HA[15:0] および HD[15:8] はありません。
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チップ・セレクト
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HD[15:8] 注 3

2
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図 4. 8 ビット共用モードで HAS 信号を High に接続した場合のホストと DSP 間の信号接続例

注 1  GPIO6 は High または Low に固定する必要はありません。 このピンはリセット時にサンプリングされます。
注 2  データ・ストローブのオプションについては、23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・セレ  

クト」で説明します。
注 3 TMS320VC5501 デバイス上には HA[15:0] および HD[15:8] はありません。
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3.2 HPI のコンフィグレーションとデータ・フロー

ホストのアクセス方法は、選択したインターフェイス・モードによりわずかに異なり

ます。 8 ビット共用モードでは、以下のようになります。

1)           ホストは、HPI を適切に設定するために制御レジスタ（HPIC）へライトします。

通常これは、バイト・オーダ・ビット（BOB）と HPIA 関連ビット（HPIADUAL
と HPIASEL）のプログラミングを意味します。 このステップは通常、最初のデー 

タ・アクセス前に一度行われます。 HPIC の制御ビットについては、55 ページの  

9.1 節「制御レジスタ（HPIC）」を参照してください。

2)           ホストは目的の DSP 内部メモリ・アドレスをアドレス・レジスタ（HPIAR や

HPIAW）へライトします。 2 つの HPIA レジスタの概要と、ホストがそれらのレ 

ジスタと対話する 2 つの方法についての概要は 17 ページの 2 節「アドレス・レ 

ジスタの使用（8 ビット共用モードのみ）」を参照してください。

3)           ホストはデータ・レジスタ（HPID）からリードし、またはそこへライトします。

HPID と DSP 内部メモリの間のデータ転送は、HPI DMA ロジックによって処理 

されます。

16 ビット分離モード（TMS320VC5502 デバイスのみ）では、HPIC プログラミング

は必要ありません。 ホストはすぐにデータ・レジスタ（HPID）のリード、またはライ 

トができます。 HPID リードまたはライト・サイクルを開始する際、ホストは専用ア 

ドレス・ライン HA[15:0] 上にメモリ・アドレスをドライブします。 HPI がアクセスで 

きる内部メモリの 32K ワードにアクセスするには、15 アドレス・ビットのみが必要

です。このため、アドレスの MSB（HA15 ライン上）は無視されます。 HPID と DSP 
内部メモリの間のデータ転送は、HPI DMA ロジックによって処理されます。

選択したインターフェイス・モードに関係なく、アクセスの各ステップは同じバスを

使用します。このため、ホストは HCNTL1 および HCNTL0 信号を適切なレベルでド

ライブし、アクセスするレジスタを示す必要があります。 ホストはまた、HR/W 信号 

を適切なレベルでドライブすることで、データ方向（リードまたはライト）を示し、

かつその他の制御信号を適切にドライブする必要があります。 HPI のリソースが一時 

的に利用できなくなった場合、HPI は、HPI レディ（HRDY）出力信号をディアサー

トすることにより、利用不可能であることをホストに伝えることができます。

アクセスを実行する際、HPI はまず HCNTL[1:0]、HR/W、およびその他の制御信号の

レベルをラッチします。 8 ビット共用モードでは、このラッチは内部ストローブ信号 

の立ち下がりエッジで発生させるか（詳細については 23 ページの 3.3節を参照）、HAS 
の立ち下がりエッジで発生させます（詳細については、27 ページの 3.6 節を参照）。 

16 ビット分離モードでは、このラッチは内部ストローブ信号の立ち下がりエッジで発

生させる必要があります。 制御情報がラッチされた後、HPI は制御信号に基づいてア 

クセスを開始します。

ホストが内部メモリからデータをリードするには、HPI DMA ロジックが HPIAR から 

メモリ・アドレスをリードし、アドレスが示すメモリの場所からデータを取得します。

データが一度 HPID に格納されると、HPI はそのデータを HD バスへ出力します。

HRDY 信号が、HD バス上のデータが有効（HRDY は High）か、まだ有効でない

（HRDY は Low）かをホストへ通知します。 データが有効な場合、ホストはデータを 

ラッチし、接続したデータ・ストローブ（HDS1 または HDS2）をインアクティブに

ドライブし、続いて内部ストローブ（内部の HSTRB）信号を Low から High にします。

ホストが内部メモリへデータをライトするときも、動作は同じです。 ホストは、デー 

タをラッチする準備が HPI で整った（HRDY が High）と判断した後、内部 HSTRB を

Low から High にし、データを HPID 内へラッチさせます。 データが一度 HPID 内に格 
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納されると、HPI DMA ロジックは HPIAW からメモリ・アドレスをリードし、アドレ 

スが示すメモリの場所へ HPID のデータを転送します。

CPU、HPI DMA ロジック、および DMA コントローラはすべて DSP の内部メモリへ 

アクセスできます。 CPU と HPI DMA ロジックが同時に、内部メモリの同じ DARAM  
ブロックへのアクセスを要求した場合、HPI DMA ロジックからの要求よりも CPU か 

らの要求が常に優先されます。 CPU と DMA コントローラが同じ DARAM ブロックへ 

のアクセスを要求した場合も同じです。 HPI DMA ロジックおよび DMA コントローラ  

から DARAM ブロックへの要求は、CPU からの要求がすべて処理されてから受け付

けられます。 HPI DMA ロジックと DMA コントローラが両者ともオンチップ DARAM  
の上位または下位どちらか一方へアクセスする場合、これらの 2 つのモジュールから

の要求はラウンドロビン方式で処理されます。 DARAM の下位はメモリ・ブロック 

DARAM0 ～ DARAM3 で構成され、上位はメモリ・ブロック DARAM4 ～ DARAM7 で

構成されます。 各 DARAM ブロックの開始および終了アドレスについてはデバイス別 

のデータ・マニュアルを参照してください。

3.3 HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・セレクト

図 5. に図示するように、ストローブ・ロジックは、チップ・セレクト・ピン（HCS）
と 2 つのデータ・ストローブ信号（HDS1 と HDS2）の 3 入力の関数です。 本書を通 

じて内部 HSTRB と呼ぶ内部ストローブ信号は、HPI 内部で実際のストローブ信号と

して機能します。 HDS ピン上でストローブが有効な間、HCS は Low（HPI を選択し 

た状態）でなくてはなりません。 HCS が High（HPI を選択しない状態）の時は、HDS 
ピン上の値は無視されます。

図 5. HPI ストローブと選択ロジック

ホストと HPI 間のストローブ接続は、ホスト上で使用可能なストローブ・ピンの数と

タイプにより決まります。表 5. に、HDS ピンへの接続オプションを示します。

図 5. で、HRDY も HCS によってゲートされている点に注意してください。 HCS を 

High にすると（HPI を選択しない状態）、DSP 内で現在の内部転送が完了しているか

どうかにかかわらず HRDY も High になります。

HDS1
HDS2

HCS

HRDY

内部

HSTRB

内部

HRDY
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表 5. ホストと HPI データ・ストローブ・ピンの接続オプション

注 1この場合、HR/W 信号はホストのアドレス・ラインでドライブできます。

ホストで使用可能なデータ・ストローブ・
ピン

HPI データ・ストローブ・ピンへの接続

ホストにリードとライトのストローブ・ピン
が別々にあり、両方ともロー・アクティブな
場合

一方のストローブ・ピンを HDS1 へ、もう

一方を HDS2 注 1 へ接続します。このような

ホストは R/W ラインを提供しない場合があ

るため、デバイスのデータシート記載の HR/
W タイミングを満たすよう注意してくださ

い。ホストのアドレス・ラインを使用して実
現できる場合があります。

ホストにリードとライトのストローブ・ピン
が別々にあり、両方ともハイ・アクティブな
場合

一方のストローブ・ピンを HDS1 へ、もう

一方を HDS2 注 1 へ接続します。 このような 

ホストは R/W ラインを提供しない場合があ

るため、デバイスのデータシート記載の HR/
W タイミングを満たすよう注意してくださ

い。ホストのアドレス・ラインを使用して実
現できる場合があります。

ホストにロー・アクティブなストローブ・ピ
ンが 1 つある場合

ストローブ・ピンを HDS1 または HDS2 へ

接続し、もう一方のストローブ・ピンをロ
ジック・レベル 1 へ接続します。

ホストにハイ・アクティブなストローブ・ピ
ンが 1 つある場合

ストローブ・ピンを HDS1 または HDS2 へ

接続し、もう一方のストローブ・ピンをロ
ジック・レベル 0 へ接続します。

注：

1)           HCS 入力と 1 つの HDS ストローブ入力を一緒に接続し、ホストからの単一の

ストローブ信号でドライブすることができます。これにより HPI が選択され、

同時にストローブが提供されます。この方法を使用するときは、前述のように

HCS が HRDY をゲートしていることに注意してください。

2)           HDS1 と HDS2 の両方を固定されたロジック・レベルへ接続し、HCS をスト

ローブとして使用することはお奨めできません。
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3.4 HCNTL[1:0] および HR/W：サイクル・タイプの指定

サイクル・タイプは以下から構成されます。

�           HPI の HCNTL[1:0] ピンをホストが適切なレベルでドライブすることによりアク

セス・タイプを選択します。表 6. に、使用可能な 4 つのアクセス・タイプを示

します。

�           HR/W ピンでホストが転送方向を選択します。ホストは HR/W 信号を High（リー

ド）または Low（ライト）にドライブする必要があります。

表 7. はサイクル・タイプの概要です。 HPI は、HCNTL のレベルを、HAS の立ち下が 

りエッジ（HAS が 8 ビット共用モードで使用されている場合）、または内部ストロー

ブ信号 HSTRB の立ち下がりエッジ（HAS が使用されず High に接続している場合）

のどちらかでサンプリングします。16 ビット分離モードでは、HPIA レジスタは使用

されないため、自動インクリメントなし HPID アクセスと HPIC アクセスのみが有効

となります。

表 6. HCNTL 信号で選択可能なアクセス・タイプ

HCNTL1 HCNTL0 アクセス・タイプ

0 0 HPIC アクセス 

ホストは HPI 制御レジスタ（HPIC）へのアクセスを要求し

ます。

0 1 自動インクリメント付 HPID アクセス 

これは共用モードでのみ有効なオプションです。 ホストは 

HPI データ・レジスタ（HPID）へのアクセスと、そのアク

セス後に該当する HPI アドレス・レジスタ（HPIAR または

HPIAW）の値を 1 つ自動インクリメントすることを要求し

ます。

1 0 HPIA アクセス 

これは共用モードでのみ有効なオプションです。 ホストは 

該当する HPI アドレス・レジスタ（HPIAR または HPIAW）

へのアクセスを要求します。

1 1 自動インクリメンなし HPID アクセス 

ホストは HPI データ・レジスタ（HPID）へのアクセスを要

求しますが、HPI アドレス・レジスタの自動ポスト・インク

リメントを要求しません。
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表 7. HCNTL および HR/W 信号で選択可能なサイクル・タイプ

3.5 HBIL：共用モード転送での第 1 および第 2 バイトの識別

8 ビット共用モードでは、各ホスト・サイクルは 2 つの連続するバイト転送で構成さ

れます。 各転送で、ホストは HCNTL[1:0] と HR/W を使用してサイクル・タイプを指 

定し、かつ、HBIL を使用して第 1 または第 2 バイトが転送中かを示す必要がありま

す。 HPID および HPIA アクセスでは、第 1 バイトでは HBIL を Low に、第 2 バイトで 

は High にドライブする必要があります。 この順序を守らなかった場合、結果は不定と 

なります。 HBIL を使用した例については、3.6 節「HAS：8 ビット共用モードでの制 

御情報の早期ラッチ」と 3.7 節「HAS を使用しない共用アクセスの実行」を参照して

ください（3.6 節は 27 ページから始まります）。

この方法で 16 ビット・ワードを構成する 2 つのバイトを送信する場合、ホストはワー

ドの最上位バイトと最下位バイトをどの順序で送信しても構いません（最上位バイト

を最初に送信しても 2 番目に送信しても構わない）。 ただし、ホストはホスト・サイク 

ルの開始前に選択した順序をHPIに通知する必要があります。 これはHPICのバイト・ 

オーダー（BOB）ビットのプログラミングにより行います。 BOB は HPIC のビット 0 
にライトされますが、現在の値はビット 0 とビット 8（BOBSTAT）のどちらからでも

リードできます。 このように、ホストは現在のバイト・オーダー設定を、HPIC の上 

位バイトまたは下位バイトの最下位ビットをチェックすることにより判別できます。

8 ビット共用モードが、第 1 バイトで HBIL を Low に、第 2 バイトで HBIL を High に  

するデュアル・バイト・サイクルを必要としないケースがあります。 HPIC のどちら 

のバイトも 1 回のバイト・サイクルでアクセスできます。 このようなサイクル中は、 

ホストが HBIL を High または Low にドライブすると、デュアル・バイト・サイクル

と同じように、BOB ビットの現在の値により HPIC のどちらのバイトへアクセスする

かを判定できます。 このケースのタイミング図の例は、32 ページの 3.8 節「8 ビット  

共用モードでのシングル・バイトの HPIC サイクル」を参照してください。

16 ビット分離モードでは、各ホスト・サイクルは 1 ワード転送です。 HBIL 信号は無 

視され、16 ビットのデータは内部ストローブ信号（内部の HSTRB）の各有効なサイ

クルで転送されます。

HCNTL1 HCNTL0 HR/W サイクル・タイプ

0 0 0 HPIC ライト・サイクル

0 0 1 HPIC リード・サイクル

0 1 0 自動インクリメント付 HPID ライト・サイクル

0 1 1 自動インクリメント付 HPID リード・サイクル

1 0 0 HPIA ライト・サイクル

1 0 1 HPIA リード・サイクル

1 1 0 自動インクリメントなし HPID ライト・サイクル

1 1 1 自動インクリメントなし HPID リード・サイクル
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3.6 HAS：8 ビット共用モードでの制御情報の早期ラッチ

HAS 信号は 8 ビット共用モードでのみ有効です。 この信号は、ホスト・サイクルの初 

期に制御情報を不要とすることが可能なアドレス・ストローブで、バスの状態をアド

レスからデータ情報へと切り替える時間をより長くとれます。

図 3.（20 ページ）は、HAS が共用モードに使用された場合の信号接続の例を示して 

います。図 6. および図 7.（以下）は、HAS 使用時の代表的な HPI 信号の動作を示し

ています。

HAS を使用するプロセスは以下のとおりです。

1)           ホストがアクセス・タイプを選択します。

ホストは、HCNTL [1:0] および HR/W 信号を適切なレベルでドライブし、HBIL 
を High または Low にドライブすることにより、転送するバイト（第 1 または第

2）を示します。

2)           ホストは HAS を Low にドライブします。

HPI は、HAS の立ち下がりエッジで、HCNTL[1:0]、HR/W、および HBIL の状態

をラッチします。 23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ス  

トローブとチップ・セレクト」で説明したように、HCS、HDS1、HDS2 から派

生した内部ストローブ信号（内部 HSTRB）の立ち下がりエッジの前で、HAS を

High から Low へ変更する必要があります。

HAS 入力は HCS によってゲートされないため、ホストは次のアクセスを実行する時

間を確保できます。 内部 HSTRB が Low になり、データ・アクセスが発生しようとし 

ている時に、HAS 信号を High にすることもできます。 サイクル中 HAS を High にド 

ライブする必要はありませんが、最終的には High に変更し、ホストが HCNTL [1:0]、 
HR/W、および HBIL に他の値を使う次のアクセスで使用できるようにする必要があり

ます。
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図 6. HAS を使用する共用モードのホスト・リード・サイクル

注 1  ライト動作のタイプ（自動インクリメントなし HPID、HPIA、HPIC、または自動インクリメント付 HPID）と、FIFO の状態により、 

HRDY の変化が起こる場合と起こらない場合があります。 詳細については、34 ページの 3.10 節「HPI レディ（HRDY）信号を使用する  
ハードウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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図 7. HAS を使用する共用モードのホスト・ライト・サイクル

注 1 ライト動作のタイプ（自動インクリメントなし HPID、HPIA、HPIC、または自動インクリメン付 HPID）と、FIFO の状態により、HRDY
の変化が起こる場合と起こらない場合があります。 詳細については、34 ページの 3.10 節「HPI レディ（HRDY）信号を使用するハード  
ウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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3.7 HAS を使用しない共用アクセスの実行

ホスト・プロセッサが、制御ラインをドライブできる専用信号（アドレス・ラインま

たはビット I/O）を持つ場合は、HAS 信号は必要ありません。 専用ピンは、HCNTL[1:0]、 
HR/W、および HBIL へ直接接続できます。

図 4.（21 ページ）は共用モードに HAS を使用しない場合の信号接続の例を示してい 

ます。 使用しない場合、HAS は High（イン・アクティブ）に接続する必要がありま 

す。図 8. と図 9.（以下）は、HAS を High に接続した場合の代表的な HPI 信号の動

作を示しています。 これらの場合、内部 HSTRB の立ち下がりエッジを使って、 

HCNTL[1:0]、HR/W、および HBIL の状態を HPI 内にラッチします。 23 ページの 3.3  
節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチップ・セレクト」で説明

したように、内部 HSTRB は、HCS、HDS1、および HDS2 から派生します。

図 8. HAS を High に接続した共用モードのホスト・リード・サイクル

注 1 ライト動作のタイプ（自動インクリメントなし HPID、HPIA、HPIC、または自動インクリメント付 HPID）と、FIFO の状態により、

HRDY の変化が起こる場合と起こらない場合があります。 詳細については、34 ページの 3.10 節「HPI レディ（HRDY）信号を使用する  
ハードウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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図 9. HAS を High に接続した共用モードのホスト・ライト・サイクル

注 1  ライト動作のタイプ（自動インクリメントなし HPID、HPIA、HPIC、または自動インクリメント付 HPID）と、FIFO の状態により、 

HRDY の変化が起こる場合と起こらない場合があります。 詳細については、34 ページの 3.10 節「HPI レディ（HRDY）信号を使用する  
ハードウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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3.8 8 ビット共用モードでのシングル・バイトの HPIC サイクル

図 10. は、ホストがシングル・バイト・サイクルを実行して HPIC へアクセスすると

いう特殊なケース（26 ページの 3.5 節「HBIL：共用モード転送での第 1 および第 2 
バイトの識別」を参照）を示しています。 ホストが HBIL を High または Low にドライ 

ブし、BOB ビットの現在の値が HPIC の下位バイトと上位バイトのどちらにアクセス

するかを決定します。 図 10. の例では、HAS 信号は High に接続していますが、この 

タイプの HPIC サイクルでは、HAS 信号を使って制御情報の早期ラッチを行うことも

できます。

図 10. HAS を High（リードまたはライト）に接続した共用モードのシングル・バイト HPIC サ

イクル
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3.9 16 ビット分離モードでのホスト・サイクル

図 2.（19 ページ）は、分離モードの信号接続の例を示しています。 図 11.（以下）は、  

16 ビット分離モードの通常のリード・サイクルと通常のライト・サイクルを示してい

ます。 各サイクルは 1 回の 16 ビット転送で構成されています。 内部 HSTRB の立ち下  

がりエッジを使って、HCNTL[1:0]、HR/W、およびアドレス情報を HPI 内にラッチし

ます。 23 ページの 3.3 節「HDS2、HDS1、および HCS：データ・ストローブとチッ  

プ・セレクト」で説明したように、内部 HSTRB は、HCS、HDS1、および HDS2 か

ら派生します。

図 11. 分離モードのホスト・リード・サイクルとホスト・ライト・サイクル

注 1 ライト動作のタイプ（自動インクリメントなし HPID、HPIA、HPIC、または自動インクリメント付 HPID）と、FIFO の状態により、

HRDY の変化が起こる場合と起こらない場合があります。 詳細については、34 ページの 3.10 節「HPI レディ（HRDY）信号を使用する  
ハードウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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3.10 HPI レディ（HRDY）信号を使用するハードウェア・ハンドシェーク

HPI はレディ信号 HRDY を使用して、アクセスを終了させる準備が整ったかどうかを

ホストに通知します。 リード・サイクルでは、ホストへデータを提供可能になると、 

HPI はレディ状態となります（HRDY を High にドライブ）。 ライト・サイクルでは、 

ホストからデータをラッチする準備が整うと、HPI はレディ状態となります（HRDY
を High にドライブ）。 HPI で準備ができていない場合は、HRDY を Low にドライブし 

てウェイト・ステートを挿入します。 これらのウェイト・ステートは、リード・デー 

タがまだ有効でない（リード・サイクル）、またはライト・データをラッチする準備

が HPI で整っていない（ライト・サイクル）ことをホストへ示します。 HPI が挿入す 

る必要のあるウェイト・ステートの数は、アクセス中のリソースの状態により異なり

ます。 レイテンシーの情報については、デバイス別のデータ・マニュアルを参照して 

ください。

HPI で現在のサイクルを終了させる準備ができていない場合（HRDY Low）、ホストは 

新しい制御情報を HPI に強制的にラッチさせて新しいホスト・サイクルを開始するこ

とができます。 ただし、一度サイクルを開始した後、ホストは HRDY が High になる 

まで待ってから、内部ストローブ信号（内部 HSTRB）の立ち上がりエッジを発生さ

せてサイクルを終了させる必要があります。 HPI の準備が整っていないときに内部 

HSTRB が High になると、サイクルは終了し、無効なデータが返されるか（リード・

サイクル）、ライトされます（ライト・サイクル）。

HPI が HRDY を Low にドライブする理由の 1 つは、先入れ先出しバッファ（FIFO）

がレディ状態ではないことがあげられます。 たとえば、ライトFIFOがフルまたはリー 

ド FIFO が空のときに発生した HPID アクセスは、HPI が挿入するウェイト・ステー

トが生じる場合があります。 FIFO については、45 ページの 6 節「FIFO とバースト  

（8 ビット共用モードのみ）」で説明します。

以下の節では、共用および分離HPIモードにおけるHPIレジスタ・アクセス中のHRDY
の動作について説明します。 分離モードは、TMS320VC5501 デバイスではサポートさ 

れていません。 すべての場合において、HRDY を Low にするには、チップ・セレクト 

信号 HCS がアサートされていなくてはなりません。

注：
HRDY ピンを接続する入力ピンを持たないホストは、制御レジスタ（HPIC）の
HRDY ビットをポーリングすることにより HPI がレディ状態かどうかをチェック
することができます。 詳細については、40 ページの 4 節「HPI レディ（HRDY）  
ビットを使用するソフトウェア・ハンドシェーク」を参照してください。
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3.10.1 共用モードでのリード時における HRDY の動作

図 12. は HPI の共用モードでの HPIC（HCNTL[1:0] = 00b）または HPIA（HCNTL[1:0]  
= 10b）のリード・サイクルを示しています。 HPIC リード・サイクルも HPIA リード・  

サイクルも HRDY を Low にしません。

図 12. 共用モードでの HPIC または HPIA リード・サイクル中の HRDY の動作

図 13. は、共用モードの自動インクリメントなし HPID リード・サイクルを示します。

ホストは、HPIA（HCNTL[1:0] = 10b）ライト・サイクル中にメモリ・アドレスをライ  

トし、HPID（HCNTL[1:0] = 11b）リード・サイクル中にデータをリードします。 HRDY   
は各 HPIA バイト・アクセスで Low になりますが、各 HPID リード・サイクルで HRDY
が Low になるのは第 1 バイトのアクセス時のみです。

図 13. 共用モードでのデータ・リード時における HRDY の動作 

（ケース 1：HPIA ライト・サイクル後に自動インクリメントなし HPID リード・サイクル

が続く場合）
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図 14. は、共用モードの自動インクリメント付 HPID リード・サイクルを示します。

ホストは、HCNTL[1:0] = 10b をアサートしながらメモリ・アドレスをライトし、  

HCNTL[1:0] = 01b をアサートしながらデータをリードします。 最初の HPID リード・   

サイクルで、HRDY は第 1 バイトのアクセス時のみ Low となり、以降の HPID リー

ド・サイクルでは Low になりません。

図 14. 共用モードでのデータ・リード時における HRDY の動作 

（ケース 2：HPIA ライト・サイクル後に自動インクリメント付 HPID リード・サイクルが

続く場合）

3.10.2 共用モードでのライト時における HRDY の動作

図 15. は HPI の共用モードにおける HPIC（HCNTL[1:0] = 00b）のライト・サイクル  

を示しています。 HPIC ライト・サイクルは HRDY を Low にしません。

図 15. 共用モードでの HPIC ライト・サイクルにおける HRDY の動作
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図 16. は、共用モードの自動インクリメントなし HPID ライト・サイクルを示します。

ホストは、HCNTL[1:0] = 10b の間にメモリ・アドレスをライトし、HCNTL[1:0] = 01b    
の間にデータをライトします。 HPID ライト・サイクル中、HRDY は第 2 バイトのア 

クセス時のみ Low になります。

図 16. 共用モードでのデータ・ライト時における HRDY の動作 

（ケース 1：自動インクリメントしない場合）

図 17. は、HPIA ライト前の FIFO が空の場合の、共用モードの自動インクリメント付

HPID ライト・サイクルを示しています。 ホストは、HCNTL[1:0] = 10b の間にメモリ・   

アドレスをライトし、HCNTL[1:0] = 01b の間にデータをライトします。 HPID ライト・   

サイクル中、HRDY は Low になりません。

図 17. 共用モードでのデータ・ライト時における HRDY の動作 

（ケース 2：自動インクリメントが選択され、ライト前に FIFO が空の場合）

10 10 11 11

第 1 バイト 第 2 バイト第 2 バイト第 1 バイト

内部 HSTRB

HD[7:0]

HRDY

HBIL

HR/W

HCNTL[1:0]

HAS

HCS

10 10 01 01 01

第 1 バイト第 2 バイト第 1 バイト第 2 バイト第 1 バイト

内部 HSTRB

HD[7:0]

HRDY

HBIL

HR/W

HCNTL[1:0]

HAS

HCS
SPRU620D ホスト・ポート・インターフェイス（HPI） 37



HPI の動作
図 18. は、図 17. と似たケースを示しています。 しかし図 18. では、HPIA アクセスの 

時点で、ライト FIFO は空ではありません。 HRDY は、HPIA ライト・サイクルの第 1 
バイト・アクセス時に 2 回 Low になります。 1 回目に HRDY が Low になるのは、FIFO 
が空でないためです。 現在 FIFO にあるデータを先にメモリへライトする必要があり 

ます。 このため、データ・ストローブ（HSTRB）の立ち下がりエッジの直後で HRDY 
が Low になります。 2 回目および 3 回目に HRDY が Low になるのは、HPIA へのライ 

トのときです。 HPID アクセスの間、HRDY は High のままとなります。

図 18. 共用モードでのデータ・ライト時における HRDY の動作 

（ケース 3：自動インクリメントが選択され、ライト前に FIFO が空でない場合）

3.10.3 分離モードでのリード時における HRDY の動作

図 19. は、HPI の分離モードにおける HPIC（HCNTL[1:0] = 00b）のリード・サイク  

ルを示しています。 HPIC アクセスは HRDY を Low にしません。

図 19. 分離モードでの HPIC リード・サイクルにおける HRDY の動作

10 10 01 01 01

第 1 バイト第 2 バイト第 1 バイト第 2 バイト第 1 バイト

内部 HSTRB

HD[7:0]

HRDY

HBIL

HR/W

HCNTL[1:0]

HAS

HCS

00

有効

リード・データ

内部

HD[7:0]

HRDY

HBIL

HR/W

HCNTL[1:0]

HCS

HSTRB
38 ホスト・ポート・インターフェイス（HPI） SPRU620D



HPI の動作
図 20.は、HPIピンを分離モードに設定しているときのHPID（HCNTL[1:0] = 11b）のリー  

ド・サイクルを示しています。 HRDY は 1 回の 16 ビット・アクセスで 1 度 Low にな 

ります。

図 20. 分離モードでのデータ・リード時における HRDY の動作

3.10.4 分離モードでのライト時における HRDY の動作

図 21. は、分離 HPI モードでの HPIC のライト・サイクルを示しています。 HPIC ライ 

ト・アクセスは HRDY を Low にしません。

図 21. 分離モードでの HPIC ライト・サイクルにおける HRDY の動作
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HPI レディ（HRDY）ビットを使用するソフトウェア・ハンドシェーク
図 22.は、HPIピンを分離モードに設定しているときの HPID（HCNTL[1:0] = 11b）のライ  

ト・サイクルを示しています。 HRDY は 1 回の 16 ビット・アクセスで 1 度 Low にな 

ります。

図 22. 分離モードでのデータ・ライト時における HRDY の動作

4 HPI レディ（HRDY）ビットを使用するソフトウェア・ハンドシェーク

HPI は HRDY 出力信号のほかに、制御レジスタ（HPIC）に HRDY ビットを持ちます。

このビットは、ホストに HRDY ピンを接続する入力ピンがない場合のソフトウェア・

ポーリングに役立ちます。 一部のケースでは、ホストは HPIC レジスタをリードし、 

HRDY ビットのステータスに基づいて HPI でリード・データの準備ができているかど

うか（リード・サイクル中）、またはライト・データをラッチする準備ができている

かどうか（ライト・サイクル中）を判断できます。 41 ページの 4.1 節「8 ビット共用  

モードでの HRDY ビットのポーリング」では、8 ビット共用モードで HRDY ビット

のポーリングを許可するリード・サイクルやライト・サイクルについて説明します。

42 ページの 4.2 節「16 ビット分離モードでの HRDY ビットのポーリング」では、上 

記と同じ内容を 16 ビット分離モードに関して説明します。

8 ビット分離モードにおいて、ホストが HPID ホスト・サイクルでアドレスの自動イ

ンクリメントを行う場合、HRDY ビットの値はライト FIFO 内のスペースを使用でき

るかどうか、またはリード FIFO 内のデータを使用できるかに関係します。前のホス

ト・サイクルがリード・サイクルの場合、HRDY ビットはリード FIFO に関係します。

前のホスト・サイクルがライト・サイクルの場合、HRDY ビットはライト FIFO に関

係します。 前のホスト・サイクルで HPIC の FETCH ビットをセットした場合、HRDY 
ビットはリード FIFO に関係します。 ホストがこれまでデータ・アクセスを行ってい 

ない場合、HRDY ビットはデフォルトでライト FIFO に関係します。
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HPI レディ（HRDY）ビットを使用するソフトウェア・ハンドシェーク
HRDY ビットは、チップ・セレクト（HCS）入力によってネゲートされ内部 HRDY 信

号のレベルを反映します。 HRDY ビットは以下の条件の 1 つに対応してクリアされま 

す。

�           プリフェッチが実行された場合（HPIC, FETCH = 1）。 フラッシュが発生し、新    

しいデータがリードFIFO内にロードされるまでHRDYはLowになります。 デー 

タが使用可能になると HRDY ビットがセットされます。

�           前のサイクルが自動インクリメントする HPID ライト・サイクルで、ライト FIFO
がフルになった場合。 ライト FIFO 内の空間が使用可能になると HRDYビットが 

セットされます。

�           前のサイクルが自動インクリメントしない HPID ライト・サイクルで、ライト

FIFO が空でない場合。 この状態は、データがメモリにまだライトされていない 

ことを示します。

�           前のサイクルが HPID リード・サイクルで、リード FIFO が空の場合。 

例外：   前のサイクルが自動インクリメントしない HPID リード・サイクルで、   

HSTRB 信号が High（インアクティブ）の場合は、FIFO が空になっても、HRDY
ビットは 1 のままになります。 この例外は、ホストが次のサイクルを開始する前 

に、HPI がレディであることを必要とするホストに対応します。

�           前のサイクルが HPID リード・サイクルで、リード FIFO フラッシュが行われてい

る場合。

4.1 8 ビット共用モードでの HRDY ビットのポーリング

リード・サイクル： このモードの HRDY ビットのポーリング中は、FETCH コマンド 

と自動インクリメントする HPID リード・サイクルのみ使用でき、自動インクリメン

トしない HPID リード・サイクルは実行できません。 これは、自動インクリメントし 

ないサイクルでは、リード FIFO をフラッシュし、DSP メモリからリード・データを

取得するまで、ホストはリード・サイクルを延長しなくてはならないためです。 この 

ため、ホストは現在のリード・アクセスでビジーとなり、HRDY のポーリングに必要

な HPIC サイクルを作成できません。 自動インクリメントするサイクルでは、リード・ 

データが自動的にリード FIFO にロードされる間（FETCH コマンドとそれに続く自動

インクリメント・リード・サイクルのため）、ホストはホスト・バスをリリースでき

る点が異なります。

ライト・サイクル： HRDY ビットが High にサンプリングされる限り（ライト FIFO ス 

テータスに関連する）、ホストは任意のタイプのライト・サイクルを実行できます。 こ 

れには、自動インクリメントする HPID ライト・サイクルと自動インクリメントしな

い HPID ライト・サイクルが含まれます。 ライト・データは FIFO に入り、ホストは 

ホスト・バス・サイクルを終了させてから DSP メモリへの内部転送を実行できるた

め、どちらのタイプの HPID サイクルも実行できます。 これによりホスト・バスはイ 

ンアクティブのままとなるため、ホストはこれを利用して HPIC リードを行い、HRDY
ビットをポーリングできます。
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ホストと CPU 間の割り込み
4.2 16 ビット分離モードでの HRDY ビットのポーリング

リード・サイクル： 16 ビット分離モードには、FIFO もリード・データのプリフェッ 

チもないため、HRDY ビットのポーリング中にリード・サイクルは一切実行できませ

ん。 DSP メモリからリード・データを取得するまで、すべてのホスト・リードを延長 

しなくてはならないためです。 このため、ホストは現在のリード・アクセスでビジー 

となり、HRDY のポーリングに必要な HPIC サイクルを作成できません。 このモード 

ではリード・サイクルを実行できないため、ライト・サイクルのみに 16 ビット分離

モードを使うシステムでだけ、ポーリングを使用できます。 このようなシステムの代 

表的な例として、DSP メモリへ DSP プログラム・コードをロードするためだけにホ

ストを使用し、ホストで DSP メモリのリードを行わないシステムがあげられます。

ライト・サイクル： ホストがホスト・バス・サイクルを終了させてから HPID レジス 

タにライトされ、DSP メモリへ内部転送されるため、HRDY のポーリング中にライ

ト・サイクルを実行できます。 ホスト・バスはインアクティブのままとなるため、ホ 

ストはこれを利用して HPIC リードを行い、HRDY ビットをポーリングできます。

5 ホストと CPU 間の割り込み

本書の 42 ページの 5.1 節「DSPINT ビット：ホストから CPU への割り込み」に記載 

されているように、ホストは HPIC の DSPINT ビット経由で DSP の CPU に割り込む

ことができます。 本書の 44 ページの 5.2 節「HINT ビット：CPU からホストへの割り  

込み」に記載されているように、CPU は、HPIC の HINT ビットを使用してホストに

割り込みを送ることができます。 ホストは HAS ピンを使用して CPU に割り込むこと 

もできます。 汎用 I/O として使用可能な場合、HAS ピンは割り込みピンとして設定で 

きます。 このオプションに関する詳細は、70 ページの 9.8 節「汎用 I/O 割り込み制御  

レジスタ（HGPIOINT1 と HGPIOINT2）」を参照してください。

5.1 DSPINT ビット：ホストから CPU への割り込み

ホストは、HPIC の DSPINT ビットを使って CPU へ割り込み要求を送信できます。

DSPINT ビットの使用法の概略を図 23. に示し、図の後でその詳細を説明します。
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ホストと CPU 間の割り込み
図 23. ホストから CPU への割り込み状態遷移図

注 1 DSPINT ビットの 0 から 1 への遷移時、CPU への割り込みが生成されます。 CPU がビット（DSPINT = 0）    
をクリアするまで、新しい割り込みは生成できません。

ホストからの CPU 割り込みには以下を実行する必要があります。

1)           HCNTL1 と HCNTL の両方を Low にドライブして HPIC へのライトを要求する

2)           HPIC の DSPINT ビットへ 1 をライトする

ホストが DSPINT ビットをセットすると、HPI は割り込みパルスを生成し、CPU の

割り込みフラグ・レジスタに対応するフラグ・ビットをセットします。 CPU 内でこの 

マスカブル割り込みが正しくイネーブルになると、CPU は対応する割り込みサービ

ス・ルーチン（ISR）を実行します。

ホストが DSPINT を使用して CPU へ次の割り込みを生成できるように事前に、CPU
は DSPINTビットへ 1をライトして現在の割り込みに応答する必要があります。 CPU 
が 1 をライトすると、DSPINT は強制的に 0 になります。ホストは次の割り込みを生

成する前に DSPINT = 0 を検証する必要があります。 DSPINT = 1 の間、ホストによる     

DSPINT ビットへのライトは割り込みパルスを生成しません。

以下は、DSPINT ビットに関する追加情報です。 0 をライトしても影響はありません。 

ハードウェア・リセットは DSPINT をすぐにクリアし、アクティブ・ホストから CPU
への割り込みもクリアします。 HPI がアイドル・モードになっている間、ホストは 

DSPINT ビットを使用して HPI をアイドル復帰させることができません（アイドル・

モードへの切り替え方法については、52 ページの 8.1 節「消費電力の低減」を参照）。
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ホストと CPU 間の割り込み
5.2 HINT ビット：CPU からホストへの割り込み 

CPU は、HPIC の HINT ビットを使ってホストへ割り込み要求を送ることができます。

HINT ビットの使用法の概略を図 24. に示し、図の後でその詳細を説明します。

図 24. CPU からホストへの割り込み状態遷移図

CPU が HPIC の HINT ビットへ 1 をライトした場合、HPI は HINT 信号を Low にドラ

イブし、ホストへの割り込み状態を示します。 CPU が HINT ビットを使用してホスト 

へ次の割り込みを生成できるようになるために、ホストは HINT ビットへ 1 をライト

して現在の割り込みに応答する必要があります。 ホストがこれを行うと、HPI は HINT 
ビット（HINT = 0）をクリアし、HINT 信号は High になります。 CPU は次の割り込み   

を生成する前に HPIC をリードし、HINT = 0 であることを確認する必要があります。

以下は、HINTビットに関する追加情報です。 0をライトしても影響はありません。 ハー  

ドウェア・リセットは HINT ビットを即時にクリアし、CPU からホストへのアクティ

ブな割り込みをクリアします。
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FIFO とバースト（8 ビット共用モードのみ）
6 FIFO とバースト（8 ビット共用モードのみ）

8 ビット共用モードでは、ホストはデータ・レジスタ（HPID）のポート経由で 2 つの

先入れ先出し（FIFO）バッファへアクセスします。 図 25. に示すように、リード FIFO 
はホストのリード・サイクルをサポートし、ライト FIFO はホストのライト・サイク

ルをサポートします。 リードおよびライト FIFO は両方とも 8 ワードの深さを持ちま 

す（1 ワードは 16 ビット）。 ホストが連続するメモリ・アドレスへの複数のリードま 

たはライトを実行している間（自動インクリメントする HPID サイクル）は、FIFO は

バーストに使用されます。 HPI DMA ロジックは、FIFO の 1 つにアクセスすると、一  

度に 4 ワード分のバーストをリードまたはライトします。

バーストは、ホスト・インターフェイスの信号に影響を与えないため、基本的にホス

トからは見えません。 ホストから見たバーストのメリットは、連続するアドレスへ複 

数のリードまたはライトが行われているときにHRDY信号がディアサートされる頻度

が低くなることです。

16 ビット分離モードでは、FIFO メモリはシングル・レジスタとして動作し（1 つの

ロケーションのみが使用され）、バーストは使用されません。

図 25. HPI 内の FIFO
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FIFO とバースト（8 ビット共用モードのみ）
6.1 リード・バースト

ホストがリード・アドレス・レジスタ（HPIAR）へライトすると、リード FIFO はフ

ラッシュします。 リード FIFO 内のホストのリード・データは捨てられます（リード 

FIFO のポインタがリセットされます）。 フラッシュ要求の時点でリード FIFO への 

HPI DMA のライトが進行中の場合、HPI はライトの完了を許可し、その後、フラッ 

シュを実行します。

リード FIFO フラッシュの後、リード・サイクルは開始されません。 リード・バース 

トは、ホストが自動インクリメントする HPID リード・サイクルを開始するか、ホス

トが FETCH コマンドの実行を開始（HPIC の FETCH ビットへ 1 をライト）すること

により実行できます。

ホストが自動インクリメントする HPID リード・サイクルを開始すると、HPI DMA ロ 

ジックは 2 つの 4 ワード・バースト・オペレーションを実行して、リード FIFO を満

たします。 リード FIFO からデータがリードできるようになるまで、ホストは HRDY 
信号のディアサーションによって保留されます。 FIFO がフルになると、ホストは、自 

動インクリメントする HPID の次のリードを実行することにより、リード FIFO から

のデータをリードできます。 最初のリードが実行されると、HPI DMA ロジックは、  

リード FIFO 内に 4 つの空のワード・ロケーションができるたびに連続するメモリ・

アドレスへの 4 ワードのバースト・オペレーションの実行を続けます。 HPI DMA ロ  

ジックは、リード FIFO をフラッシュさせるイベントが発生するまで、データのプリ

フェッチを続け、リード FIFO をフルな状態に保ちます（48 ページの 6.3 節を参照）。

上記、リード・バーストの 2 つめの方法は、FETCH コマンドを使用して開始する方

法です。 ホストは常に、HPIAR レジスタの初期化または自動インクリメントしないア 

クセスに先立って FETCH コマンドを使用し、前もってリード FIFO をフラッシュし

ておく必要があります。 ホストが FETCH コマンドを開始すると、前節で述べたよう 

に HPI DMA ロジックは、データのプリフェッチを開始してリード FIFO をフルな状 

態に保ちます。 HPIC レジスタの FETCH ビットは、そこにライトされた値を実際にス 

トアするのではなく、ホストから 1 をライトしている時のデコードを FECH コマンド

とみなします。

ホストが HRDY 信号を使用しない場合に、FETCH コマンドは有効です。ホストは、

FETCH ビットに 1 を書き込むことでプリフェッチを開始し、その後同じ HPIC にあ

る HRDY ビットをポーリングすることができます。 HRDY ビットが 1 のときに、ホス 

トは HPID リード・サイクルを実行できます。

前節で説明した連続リードとバースト・リードの両方が、HPIA レジスタへのライト

で始まり、リード FIFO をフラッシュさせます。 初期リード・アドレスを指定する必 

要があるため、これはリード・サイクルを開始する代表的方法です。
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自動インクリメントしない HPID リード・サイクルは、プリフェッチ動作を開始しま

せん。 代わりに、リード FIFO をフラッシュさせ、HPI DMA ロジックに DSP メモリ  

からの 1 ワード・リードを実行させます。 ホストが自動インクリメントしないリード・ 

サイクルをアクティブにすると、プリフェッチ動作はすぐに停止し、FETCH コマン

ドまたは自動インクリメント・リード・サイクルが実行されるまで再開されません。

自動インクリメントしないリード・サイクルは、実行前に HPIAR を直接初期化する

か、別の自動インクリメントしないサイクルを行って、リード FIFO を前もってフラッ

シュしておく必要があります。

6.2 ライト・バースト

ライト・アドレス・レジスタ（HPIAW）へのライトは、ライト FIFO をフラッシュさ

せます。 これにより、ライト FIFO 内のライト・データは強制的に DSP メモリ内の宛 

先へと送られます（HPI DMA ロジックはライト FIFO が空になるまでバースト・オペ 

レーションを実行します）。 FIFO をフラッシュした後、HPI DMA ロジックにライト・  

バーストを実行させる唯一の方法は、自動インクリメントする HPID ホスト・ライト

です。 最初のホストのライト・データはライト FIFO にストアされます。 ライト FIFO  
内に 4 ワードが入るまで、HPI DMA ライトは要求されません。 自動インクリメントす  

る HPID ライト・サイクルにより FIFO へ 4 ワードがライトされると、HPI DMA ロ 

ジックは DSP メモリへの 4 ワード・バースト転送をすぐに実行します。 FIFO 内に最 

低 4 ワードが存在する限り、バースト転送は継続します。 FIFO がフルになる（FIFO 
内に 8 ワードがある状態）と、HPI は FIFO 内でワード配置が最低 1 つ空になるまで、

HRDY をディアサートしてホストを保留します。

連続バースト・オペレーションの間に長い時間が経過する場合に備えて、HPI にはタ

イムアウト・カウンタがあります。 ライト FIFO 内のワードが 4 ワード未満で、タイ 

ムアウト・カウンタがタイムアウトになると、HPI DMA ロジックは必要に応じて 2 ま 

たは 3 ワードのバーストか、1 ワードのライトを行って FIFO をすぐに空にします。 ラ 

イト FIFO に新しいデータがライトされるたびに、タイムアウト・カウンタは自動的

にリセットされ、最初からカウントを始めます。 タイムアウト期間は 16 クロック・サ 

イクルで、DSP の高速ペリフェラル・クロック（SYSCLK1）です。

自動インクリメントしない HPID ライト・サイクルは、バースト動作を開始しません。

代わりに、ライト FIFO をフラッシュさせ、HPI DMA ロジックに DSP メモリへの 1 
ワード・ライトを実行させます。 ホストが自動インクリメントしないライト・サイク 

ルをアクティブにすると、バースト動作はすぐに停止し、自動インクリメント・ライ

ト・サイクルが実行されるまで再開されません。 自動インクリメントしないライト・ 

サイクルは、実行前に HPIAW の初期化または自動インクリメントしない別のアクセ

スを行って、ライト FIFO を前もってフラッシュしておく必要があります。
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6.3 FIFO フラッシュ条件

HPI 内で特定の条件が発生した場合、FIFO からの古いデータのリードを防ぐため、

リードまたはライトFIFOをフラッシュする必要があります。 リードFIFOフラッシュ 

条件が発生した時点で、リード FIFO に対し実行中の現在のホスト・アクセスおよび

直接メモリ・アクセス（DMA）はすべて完了させることができます。 これには要求さ 

れ、まだ開始されていない DMA も含まれます。 その後、リード FIFO ポインタはリ 

セットされ、リード・データは捨てられます。

同様に、ライト FIFO フラッシュ条件が発生した時点で、ライト FIFO へ実行中の現

在のホスト・アクセスおよび DMA はすべて完了させることができます。 これには要 

求され、まだ開始されていない DMA も含まれます。 FIFO へポストされたすべてのラ 

イトは、必要に応じて最終バーストまたはシングル・ワード・ライトにより、強制的

に完了させられます。

FIFO フラッシュ中にホストが HPID ホスト・サイクルを開始した場合は、そのサイ

クルは、フラッシュが完了し FIFO へのアクセスが可能となるまで、HRDY のディア

サーションによって保留されます。

リードおよびライト FIFO は以下の条件でフラッシュします。

リード FIFO のフラッシュ条件 :

�           ホストからの値が、リード・アドレス・レジスタ（HPIAR）へライトされた場合

�           ホストが自動インクリメントしない HPID リード・サイクルを実行した場合

ライト FIFO のフラッシュ条件 :

�           ホストからの値が、ライト・アドレス・レジスタ（HPIAW）へライトされた場合

�           ホストが自動インクリメントしない HPID ライト・サイクルを実行した場合

�           ライト・バーストのタイムアウト・カウンタがタイムアウトとなった場合

DUALHPIA = 0（すべての HPIA ライトおよびインクリメントが HPIAR と HPIAW の  

両方に影響を与える状態）で動作しているときに、上記のリードまたはライトのフ

ラッシュ条件が発生すると、リードおよびライト FIFO の両方がフラッシュします。

DUALHPIA = 0 の場合は、他に以下の場合でも両方の FIFO がフラッシュします。

�           ホストが、自動インクリメントするHPIDライト・サイクルを実行し、リードFIFO
が空でない場合（リード FIFO にプリフェッチしたデータまたは自動インクリメ

ントする HPID リード・サイクルのデータがある）

�           ホストが、自動インクリメントするHPIDリード・サイクルを実行し、ライトFIFO
が空でない場合（ライト FIFO 内にポストされたライト・データがある）

これは、前のライト・サイクルが同じアドレスで完了していない場合に、メモリ・ア

ドレスをリードすることにより古いデータをリードしないようにする保護対策とな

ります。 同様に、前のリード・サイクルが同じアドレスで完了していない場合に、メ 

モリ・アドレスにあるデータを上書きしないようにするための保護対策ともなりま

す。

DUALHPIA = 1（HPIAR および HPIAW が独立している場合）で動作している場合、  

上記のような保護機能はありません。 ただし DUALHPIA = 1 の場合、両方の FIFO を   

同時にフラッシュさせることなく、両方向のデータ・フローを発生させることができ

るため、HPI の帯域幅が向上します。
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6.4 ハードウェア・リセットまたは HPI ソフトウェア・リセット時の FIFO の動作

ハードウェア・リセット（RESET ピンを Low にドライブ）や HPI ソフトウェア・リ

セット（HPIC, HPIRST = 1）は、FIFO をリセットさせます。 FIFO ポインタはクリア    

され、FIFO 内のすべてのデータは捨てられます。 さらに、関連付けられたすべての 

FIFO ロジックもリセットされます。

ハードウェアまたは HPI ソフトウェア・リセットの発生時にホスト・サイクルがアク

ティブな場合、HRDY 信号がアサートされ（High にドライブされ）、ホストにサイク

ルの完了を許可します。 サイクルが完了すると、HRDY はディアサートされます（Low 
にドライブされます）。 アクセスにリセットが割り込んだ場合、リード・データが壊れ 

たり、ライト・データが失われたりする場合があります（ライトが目的のメモリまた

はレジスタを実際に更新していない場合）。 データが失われる場合がありますが、ホス 

ト・インターフェイス・プロトコルの違反とはなりません。 どちらかのリセット条件 

が真で、かつホストがアイドル状態（内部 HSTRB が High）の場合、リセット状態に

FIFO が維持され、インアクティブな HRDY 信号によりホスト・トランザクションは

保留されます。

7 HPI ピンの汎用 I/O への使用

表 8. は、モード条件で TMS320VC5501 および TMS320VC5502 デバイスの汎用 I/O
（GPIO）に使用できる HPI ピンについてまとめたものです。 この表は、GPIO 機能の 

制御に、HPI の HGPIO レジスタと、DSP システム・レベルの PGPIO レジスタのど

ちらを使用するかについても示します。 表の後で HGPIO レジスタの概要を説明しま 

す。 PGPIO レジスタの説明については、デバイス別のデータ・マニュアルを参照して 

ください。

注：
汎用 I/O をイネーブルにするピンにより、ホスト・アクセスが制限されたり、不可
能となる場合があります。 特定のホスト・アクセス・タイプで必要となる信号を 
チェックするには 18 ページの 3 節「HPI の動作」を参照してください。
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表 8. HPI ピンの汎用 I/O の制御

HPI が制御するピンでは、以下のレジスタで GPIO 機能を設定、制御できます。

�           GPIO イネーブル・レジスタ（HGPIOEN） 内のビットは、HPI のピンを HPI 機能 

または GPIO に設定するために使用します。 HGPIOEN の詳細については、61 
ページの 9.4 節「汎用 I/O イネーブル・レジスタ（HGPIOEN）」で説明します。

�           GPIO 方向レジスタ（HGPIODIR1、HGPIODIR2、HGPIODIR3） は、GPIO で使 

用できる各ピンの方向ビットを持ちます。 GPIO をイネーブルにすると、この方 

向ビットによりピンを入力ピンにするか出力ピンにするかが決まります。 これ 

らのレジスタの詳細については 9.5 節「汎用 I/O 方向レジスタ 1（HGPIODIR1）
と汎用 I/O データ・レジスタ 1（HGPIODAT1）」から 9.7 節「汎用 I/O 方向レジ

スタ 3（HGPIODIR3）と汎用 I/O データ・レジスタ 3（HGPIODAT3）」を参照

してください （9.5 節は 63 ページから始まります）。

デバイス 条件 GPIO ピンの制御

TMS320VC5501 8ビット共用モードがオン

の場合

HBIL、HAS、および HD[7:0] は HPI の HGPIO レジスタによって制御

されます。

8ビット共用モードがオフ

の場合

HPI は、HBIL、HAS、および HD[7:0] を使用できません。 これらのピ 

ンの GPIO 制御は、DSP システム・レベルの PGPIO レジスタによっ

て処理されます。

8ビット共用モードのオン

オフ両方の場合

HCNTL0、HCNTL1、および HINT は HPI 内の HGPIO レジスタによっ

て制御されます。 

HPIENA 信号が Low（HPI がディスエーブル）の場合、HDS1、HDS2、
HCS、および HR/W も HGPIO レジスタによって制御されます。

HPIENA 信号が High（HPI がイネーブル）の場合、これらのピンの

GPIO 機能はディスエーブルとなります。 

HRDY および HPIENA は GPIO に使用できません。

TMS320VC5502 8ビット共用モードを選択

している場合

HBIL、HAS、および HD[7:0] は HPI の HGPIO レジスタによって制御

されます。HD[15:8] および HA[15:0] は、外部メモリ・インターフェ

イス（EMIF）によって使用されているため GPIO に使用できません。

16 ビット共用モードを選

択している場合

HPI は、HBIL および HAS を使用できませんが、これらは DSP シス

テム・レベルの PGPIO レジスタ経由で制御できます。 HA[15:0] およ 

び HD[15:0] は、HPI 内の HGPIO レジスタ経由で制御されます。

共用モード、分離モードの両方の場合 HCNTL0、HCNTL1、および 

HINT は HPI 内の HGPIO レジスタによって制御されます。 

HPIENA 信号が Low（HPI がディスエーブル）の場合、HDS1、HDS2、
HCS、および HR/W も HGPIO レジスタによって制御されます。

HPIENA 信号が High（HPI がイネーブル）の場合、これらのピンの

GPIO 機能はディスエーブルとなります。 

HRDY および HPIENA は GPIO に使用できません。
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�           GPIO データ・レジスタ（HGPIODAT1、HGPIODAT2、HGPIODAT3） 。GPIO に 

使用できる各ピンのデータ・ビットを持ちます。 GPIO をイネーブルにすると、 

データ・ビットはピンを監視またはドライブするために使用されます。 ピンが入 

力ピンとして設定されている場合、CPU はデータ・ビットをリードして、ピン

上の信号レベルを判定します。 ピンが出力ピンとして設定されている場合、CPU 
はデータ・ビットへライトして、信号を High または Low にドライブします。 こ 

れらのレジスタの詳細については 63 ページの 9.5 節「汎用 I/O 方向レジスタ 1 
（HGPIODIR1）と汎用 I/O データ・レジスタ 1（HGPIODAT1）」から 68 ページ 

の 9.7 節「汎用 I/O 方向レジスタ 3（HGPIODIR3）と汎用 I/O データ・レジスタ

3（HGPIODAT3）」を参照してください

�           GPIO 割り込み制御レジスタ（HGPIOINT1、HGPIOINT2）。 HAS 信号が汎用入力  

ピンとして設定されている場合、これらのレジスタを使って、HAS を割り込み

ピンとしてイネーブルにし、入力極性を反転させることができます。 詳細につい 

ては、70 ページの 9.8 節「汎用 I/O 割り込み制御レジスタ（HGPIOINT1 と 

HGPIOINT2）」で説明します。
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8 電力、エミュレーション、リセットについての考察

8.1 消費電力の低減

DSP は数多くのアイドル・ドメインに分かれています。 電力消費を最小化するため、 

どのドメインをアクティブにし、どのドメインをアイドルにするかをその時々で選択

できます。 すべてのドメインの現在の状態をトータルしてアイドル設定と呼びます。 

デバイス別のデータ・マニュアルに記載されている他の要素の設定によっては、ある

特定のアイドル設定でマスタ・ポート・ドメインをオフにすると、HPI が動作しない

低電力モードになる場合があります。

HPI にこのアイドル・モードを正しく要求すると、すべての HPI 動作はすぐに停止し

ます。 CPU が HPI をアイドル・モードにする前に、HPI はホストと通信し、すべての 

ホスト・アクセスが完了し、ホスト・アクティビティが停止したことを確認する必要

があります。

マスタ・ポート・ドメイン以外のアイドル・ドメインも HPI に影響を与える点に注意

してください。 たとえば、クロック・ジェネレータ・ドメインがアイドル状態の場合、 

HPI はオペレーションのクロックを持ちません。

8.2 エミュレーション・モード

電力およびエミュレーション管理レジスタ（HPWREMU）の FREE および SOFT ビッ

トは、エミュレーション一時停止状態に対する HPI の対応を決めます。 FREE = 1 の   

場合、HPI は影響を受けず、SOFT ビットも影響しません。 FREE = 0 で、SOFT = 0    
の場合、HPI は影響を受けません。 FREE = 0 で SOFT = 1 の場合は以下のとおりとな    

ります。

�           現在のホストおよび HPI DMA 転送の完了後、HPI DMA ロジックは停止します。

�           エミュレーションが一時停止状態にある間も、外部ホスト・インターフェイスは

通常通りに機能します。 ホストは、制御レジスタ（HPIC）へアクセスできます。 

8 ビット共用モードでは、ホストは HPIA レジスタへもアクセスでき、リード

FIFO が空になるまでデータ・リードを、ライト FIFO がフルになるまでデータ・

ライトを実行できます。 通常の場合と同じように、HRDY は、ライト FIFO がフ 

ルになるかリード FIFO が空になったために完了できないホスト・サイクルで

Low にドライブされます。 この場合、HRDY は Low にドライブされたままとな 

り、エミュレーションの一時停止状態が終わり、HPI DMA ロジックが FIFO を 

処理してホスト・サイクルが完了できるようになるまで、ホストを保留します。

�           エミュレーションの一時停止状態が終わると、HPI DMA ロジックは必要に応じ 

て、ライト FIFO 内へポストされたホスト・ライトの処理やリード FIFO をフィ

ルするよう要求します。 HPI 転送は通常通りに続けられます。
52 ホスト・ポート・インターフェイス（HPI） SPRU620D



電力、エミュレーション、リセットについての考察
8.3 ハードウェア・リセットの HPI への影響

TMS320VC5501/5502 DSP 全体が RESET ピンでリセットされた場合は、以下のとお 

りとなります。

�           内部ストローブ信号、内部 HSTRB が High（ホストはインアクティブ）の場合、

HRDY は Low にドライブされ、リセット状態が終わるまでの間 Low のままとな

ります。

�           内部 HSTRB が Low（ホスト・サイクルがアクティブ）の場合、HRDY は High に

ドライブされ、ホストにサイクルの完了を許可します。 内部 HSTRB が High に 

なる（サイクルが完了する）と HRDY は Low にドライブされ、リセット状態が

終わるまでの間 Low のままとなります。 アクティブ・サイクルがライト・サイ 

クルだった場合、メモリまたはレジスタが正しく更新されていない場合がありま

す。 アクティブ・サイクルがリード・サイクルだった場合、フェッチされた値が 

有効でない場合があります。

�           HPI レジスタはデフォルト値へリセットされます。 これらのデフォルト値は、54 
ページの 9 節「HPI レジスタ」のレジスタの図で各ビット・フィールドの下に記

載されています。

�           リードおよびライトFIFOと、関連付けられたFIFOロジックがリセットされます 

（FIFO のフラッシュも含まれます）。

�           ホストから DSP、DSP からホストへの割り込みがクリアされます。

�           HPI の汎用 I/O 機能を制御するロジックがリセットされます。

8.4 HPI ソフトウェア・リセット

制御レジスタ（HPIC）は、リードおよびライト FIFO のリセットに使用する HPI ソフ

トウェア・リセット・ビット（HPIRST）を提供します。 CPU が HPIRST ビットを 

セットする場合：

�           内部ストローブ信号、内部 HSTRB が High（ホストはインアクティブ）の場合、

HRDY は Low にドライブされ、リセット状態が終わるまでの間 Low のままとな

ります。

�           内部 HSTRB が Low（ホスト・サイクルがアクティブ）の場合は、FIFO の直接メ

モリ・アクセス（DMA）は完了を許可されます。 続いて HRDY が High にドライ 

ブされ、ホストにサイクルの完了を許可します。 内部 HSTRB が High になる（サ 

イクルが完了する）と、HRDY は Low にドライブされ、リセット状態が終わる

までの間 Low のままとなります。 アクティブ・サイクルがライト・サイクルだっ 

た場合、メモリまたはレジスタが正しく更新されていない場合があります。 アク 

ティブ・サイクルがリード・サイクルだった場合、フェッチされた値が有効でな

い場合があります。

�           FIFOの残りのDMAの完了後、リードおよびライトFIFOと、関連付けられたFIFO
ロジックがリセットされます。 FIFO ポインタはクリアされ、FIFO 内のデータは 

捨てられます。 FIFO が完全にリセットされるまで、CPU は HPIRST 内で 0 を 

リードします。 FIFOリセットが完了する前にHPIRSTへ0をライトしても、FIFO 
リセットの発生を中止することはできません。

HPI ソフトウェア・リセットは、FIFO 以外の HPI レジスタをリセットしません。
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9 HPI レジスタ

ここでは、表 9. にリストした HPI 内のレジスタについて説明します。 データ・レジス 

タ（HPID）を除くすべてのレジスタは、DSP の I/O 空間内の 16 ビット・ワード・ア

ドレス経由で CPU からアクセスできます。 ホストからは制御レジスタ（HPIC）、デー 

タ・レジスタ（HPID）、およびアドレス・レジスタ（HPIAR および HPIAW）のみが

アクセスできます。

表 9. HPI のレジスタ

レジスタ 説明 詳細説明ページ

HPIC 制御レジスタ 55 ページ

HPID データ・レジスタ 58 ページ

HPIAR ホストのリード・サイクル用のアドレス・レジスタ 59 ページ

HPIAW ホストのライト・サイクル用のアドレス・レジスタ 59 ページ

HGPIOEN 汎用 I/O イネーブル・レジスタ 61 ページ

HGPIODIR1 汎用 I/O 方向レジスタ 1 63 ページ

HGPIODAT1 汎用 I/O データ・レジスタ 1 63 ページ

HGPIODIR2 汎用 I/O 方向レジスタ 2 65 ページ

HGPIODAT2 汎用 I/O データ・レジスタ 2 65 ページ

HGPIODIR3 汎用 I/O 方向レジスタ 3 68 ページ

HGPIODAT3 汎用 I/O データ・レジスタ 3 68 ページ

HGPIOINT1 汎用 I/O 割り込み制御レジスタ 1 70 ページ

HGPIOINT2 汎用 I/O 割り込み制御レジスタ 2 70 ページ

HPWREMU 電力およびエミュレーション管理レジスタ 71 ページ
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9.1 制御レジスタ（HPIC）

HPIC は HPI の設定および制御情報をストアする 16 ビット・レジスタです。 レジスタ 

内のフィールドを図 26. で示し、表 10. で説明します。 図が示すように、ホストと CPU 
のアクセス権は同じではありません。 ホストには HPIC に対してフル・リード / ライ 

ト・アクセスが与えられます。 CPU に与えられるアクセスは主にリード専用ですが、 

以下のような例外もあります。

�           CPUはHINTビットへ1をライトすることにより、ホストへの割り込みを生成でき

ます。

�           CPUはDSPINTビットへ1をライトすることにより、ホストからの割り込みをク

リア / 応答できます。

�           CPUはHPIRSTへ1をライトすることにより、HPIソフトウェア・リセットを発生

させることができます。

図 26. 制御レジスタ（HPIC）

凡例：               R = リード、W = ライト、W1C = 1 をライトしてクリア、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1 ホストはこれらの予約ビットへ 0 をライトする必要があります。

ホストのアクセス権

15 12 11 10 9 8

予約 HPIASEL 予約 DUALHPIA BOBSTAT

R-0 R/W-0 R-0 R/W-0 R-0

7 6 5 4 3 2 1 0

HPIRST 予約注 1 FETCH HRDY HINT DSPINT BOB

R-0 R/W-0 R/W-0 R-1 R/W1C-0 R/W-0 R/W-0

CPU のアクセス権

15 12 11 10 9 8

予約 HPIASEL 予約 DUALHPIA BOBSTAT

R-0 R-0 R-0 R-0 R-0

7 6 5 4 3 2 1 0

HPIRST 予約 FETCH HRDY HINT DSPINT BOB

R/W-0 R-0 R-0 R-0 R/W-0 R/W1C-0 R-0
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表 10. 制御レジスタ（HPIC）のビット 

ビット フィールド 値 説明

15-12 予約 リード専用の予約ビット。 リードは 0 を返します。

11 HPIASEL HPIA のリード / ライト選択ビット（ホストが設定）。 このビットはデュアル HPIA 
モード（DUALHPIA = 1）のみで使用できます。

注：HPIASEL は、HPI DMA ロジックに影響を与えません。 HPIASEL の値にかか  

わらず HPI DMA ロジックは、メモリへのライトに HPIAW を、メモリからのリー 

ドに HPIAR を使用します。

0 ホストは次の HPIA ホスト・サイクルで、HPIAW（ライト・アドレス・レジスタ）

へアクセスします。

1 ホストは次の HPIA ホスト・サイクルで、HPIAR（リード・アドレス・レジスタ）

へアクセスします。

10 予約 リード専用の予約ビット。 リードは 0 を返します。

9 DUALHPIA デュアル HPIA モード・ビット（ホストが設定）

0 シングル HPIA モード。 ホスト側から見ると、1 つの 16 ビット HPIA レジスタが 

存在します。 ホストの HPIA ライト・サイクルは、HPIAR と HPIAW の両方に同 

じ値を置きます。 自動インクリメントでは、HPIAR と HPIAW の両方がインクリ 

メントします。 ホスト HPIA のリード・サイクルは HPIAR から値を取得します。

1 デュアルHPIAモード。 ホスト側から見ると、アドレスをリードするためのHPIAR 
とアドレスをライトするための HPIAW の、2 つの 16 ビット HPIA レジスタが存

在します。

8 BOBSTAT BOB ステータス・ビット。 BOBSTAT は BOB ビットの値を反映します（ビット 

0 を参照）。

0 BOB = 0（第 1 バイトが最上位）

1 BOB = 1（第 1 バイトが最下位）

7 HPIRST HPI ソフトウェア・リセット・ビット（CPU がセット）

0 ホスト：HPIRST のリードは常に 0 を返します。

CPU：一度 CPU が HPIRST へ 1 をライトすると、FIFO が完全にリセットされる

まで、リードは 0 を返します。 リセット・プロセス完了前に 0 をライトしても、 

リセットの発生を中止することはできません。

1 CPU：1 をライトすると、リードおよびライト FIFO と、関連付けられた FIFO ロ

ジックがリセットされます。 53 ページの 8.4 節「HPI ソフトウェア・リセット」  

で説明したように、アクティブなホスト・サイクルは、リセット・プロセスの開
始前に完了させることできます。

6-5 予約 0 ホストはこれらのビットへ 0 をライトする必要があります。 CPU はこれらのビッ 

トを変更できません。

4 FETCH ホスト・データ・フェッチ・コマンドのビット（ホストがセット）

0 CPU/ ホスト：FETCH のリードは常に 0 を返します。

1 ホスト：1 をライトし、HPI DMA ロジックへ、データをリード FIFO へプリフェッ  

チするよう指示します。
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3 HRDY HPI レディ・インジケータ（リード専用）

0 ホスト：内部 HRDY は Low です HPI でホスト・サイクルを完了させる準備がで 

きていません。

CPU：HRDY のリードは常に 0 を返します。

1 ホスト： 内部 HRDY は High です。 HPI でホスト・サイクルを完了させる準備が  

できています。

注：HRDY ビットは HRDY ピン・ステータスと同じではありません。 詳細につい 

ては 40 ページの 4 節「HPI レディ（HRDY）ビットを使用するソフトウェア・ハ 

ンドシェーク」を参照してください。

2 HINT ホスト割り込みビット（CPU がセット、ホストがクリア）

0 CPU/ ホスト：0 をライトしても影響はありません。

1 CPU：HINT へ 1 をライトすると、CPU からホストへの割り込みが生成されます。

HINT は、ホストまたはハードウェア・リセットによってクリアされるまでの間、

1 のままとなります。

ホスト：HINT へ 1 をライトすると、HINT を 0 へクリアし、CPU からホストへ

の割り込みに応答します。

1 DSPINT DSP 割り込みビット（ホストがセット、CPU がクリア）

0 CPU/ ホスト：0 をライトしても影響はありません。

1 CPU：DSPINT へ 1 をライトすると、DSPINT を 0 へクリアし、ホストから CPU
への割り込みに応答します。

ホスト：DSPINT へ 1 をライトすると、ホストから CPU への割り込みを生成し

ます。 DSPINT は、CPU またはハードウェア・リセットによってクリアされるま 

での間、1 のままとなります。

0 BOB バイト・オーダ・ビット（ホストが設定）。 このビットは 8 ビット共用モードのみ 

で使用できます。 ホストは、最初のデータまたはアドレス・レジスタのアクセス 

前に、BOB を初期化する必要があります。 BOB のステータスは BOBSTAT（ビッ 

ト 8 を参照）にも反映されます。

ホストのライト・サイクル：

0 バスから受け取った第 1 バイトが最上位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の上位にラ

イト）。 バスから受け取った第 2 バイトが最下位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の下 

位にライト）

1 バスから受け取った第 1 バイトが最下位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の下位にラ

イト）。 バスから受け取った第 2 バイトが最上位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の上 

位にライト）

ホストのリード・サイクル：

0 バスへ送信した第 1 バイトが最上位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の上位からリー

ド）。 第 2 バイトが最下位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の下位からリード）

1 バスへ送信された第 1 バイトが最下位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の下位から

リード）。 第 2 バイトが最上位（HPID/HPIC/HPIAR/HPIAW の上位からリード）

表 10. 制御レジスタ（HPIC）のビット 

ビット フィールド 値 説明
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9.2 データ・レジスタ（HPID）

16 ビット・レジスタ HPID は、ホストと HPI DMA ロジックの間のデータ・パスを提 

供します。 ホストのライト・サイクルの間、ホストは 16 ビットを HPID に書き込み、 

HPI DMA ロジックはその 16 ビット値を DSP の内部メモリへ転送します。 ホストの  

リード・サイクルの間、HPI DMA ロジックは内部メモリからの 16 ビットを HPID に 

転送し、HPI がその 16 ビット値をホストへ転送します。 1 つのホスト・サイクルは、 

1 つの 16 ビット転送（16 ビット分離モード）、または連続する 2 つの 8 ビット転送

（8 ビット共用モード）となります。

図 27. に示すように、ホストは HPID へのフル・リード / ライト・アクセスを持ちま

す。 CPU は HPID にアクセスできません。

8 ビット共用モードでは、HPID は実際上、ホストが 2 つの先入れ先出しバッファ

（FIFO）へアクセスする際に経由するポートとなります。 リード FIFO とライト FIFO 
は、より高いデータ・スループットを提供する上で大きな役割を果たします。 FIFO の 

詳細については 45 ページの 6 節「FIFO とバースト（8 ビット共用モードのみ）」を 

参照してください。

図 27. データ・レジスタ（HPID）

凡例：              R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値

ホストのアクセス権（CPU は HPID にアクセス不可）

15 0

データ

R/W-0
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9.3 アドレス・レジスタ（HPIAR と HPIAW）

表 11. は、TMS320VC5501 および TMS320VC5502 デバイスの内部メモリ HPI を通

じてホストがアクセス可能な領域を示しています。 アドレス 0000h ～ 005Fh は、CPU 
のメモリ・マップ・レジスタ用に予約されているため、ホストはアクセスできません。

8 ビット共用モードで、DSP の内部メモリ内のロケーションへアクセスするには、ホ

ストはそのロケーションのアドレスを指定する必要があります。 これを行うため、ホ 

ストは HPI アドレス・レジスタ（HPIA）へアドレスをライトします。 HPI DMA ロジッ  

クは、HPIA レジスタからアドレスをリードして、データのフェッチやストアを行い

ます。

表 11. ホストからアクセスできる内部メモリと、ホストに要求されるアドレス・ビット

リード動作用の HPIAR とライト動作用の HPIAW の、2 つの 16 ビット HPIA レジス

タが存在します。 HPI の設定によって、HPIAR と HPIAW を、1 つの 16 ビット・レジ 

スタとして動作させることも（シングル HPIA モード）、2 つの独立した 16 ビット・

レジスタとして動作させる（デュアル HPIA モード）こともできます。 HPIA モードの 

詳細については、17 ページの 2 節「アドレス・レジスタの使用（8 ビット共用モード 

のみ）」を参照してください。

図 28. に、TMS320VC5501 デバイスのアドレス・レジスタのフォーマットを示し、図

29. に、TMS320VC5502 デバイスのフォーマットを示します。 TMS320VC5501 デバ 

イスで必要なアドレス・ビットが 1 つ少ないのは、アクセス可能な内部メモリが半分

しかないためです。 図に示すように、ホストは HPIA へのフル・リード / ライト・アク 

セスを持ち、CPU は HPIA のリードのみを行えます。

16 ビット分離モード（TMS320VC5502 デバイスのみ）では、HPIA は使用されません。

デバイス
ホストからアクセスでき
る内部メモリ ホストに要求されるアドレス・ビット

TMS320VC5501 先頭の 16K ワード 

アドレス 0000h ～ 005Fh
を除く

ホストは 14 ビットのアドレスを HPI ア
ドレス・レジスタにライトする必要があ
ります。

TMS320VC5502 先頭の 32K ワード 

アドレス 0000h ～ 005Fh
を除く

ホストは 15 ビットのアドレスを HPI ア
ドレス・レジスタにライトする必要があ
ります。
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図 28. アドレス・レジスタ（HPIAR または HPIAW）のフォーマット - TMS320VC5501 デバイス

凡例：              R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1  これらの予約ビットへは常に 0 をライトします。 HPI 経由でアクセスできるメモリのセグメントが 16K ワードのため、14 アドレス・  

ビット（13 ～ 0）のみが必要で、ビット 15 と 14 は必要ありません。

図 29. アドレス・レジスタ（HPIAR または HPIAW）のフォーマット - TMS320VC5502 デバイス

凡例：              R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1  この予約ビットへは常に 0 をライトします。 HPI 経由でアクセスできるメモリのセグメントが 32K ワードのため、15 アドレス・ビット  

（14 ～ 0）のみが必要で、ビット 15 は必要ありません。

ホストのアクセス権

15 14 13 0

- 注 1 アドレス

R/W-0 R/W-0

CPU のアクセス権

15 14 13 0

- 注 1 アドレス

R-0 R-0

ホストのアクセス権

15 14 0

- 注 1 アドレス

R/W-0 R/W-0

CPU のアクセス権

15 14 0

- 注 1 アドレス

R-0 R-0
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9.4 汎用 I/O イネーブル・レジスタ（HGPIOEN）

図 30. と表 12. に、HGPIOEN のフィールドをまとめました。 このレジスタは CPU が 

プログラムし、ホストはアクセスできません。

このレジスタ内の各 GPIO イネーブル・ビットは、HPI の 1 つ以上のピンに対応して

います。 ピンまたはピン・バンクで汎用 I/O をイネーブルにするには、CPU は対応す 

る GPIO イネーブル・ビットをセットする必要があります。 CPU はイネーブルにした 

各ピンを、該当する GPIO 方向レジスタ（入力または出力を選択）と該当する GPIO
データ・レジスタ（1 つのレベルをリードまたはドライブ）を使って制御できます。

さらに、HAS ピンで GPIO をイネーブルにしている場合、ホストによる CPU 割り込

み生成に使えるよう HAS ピンを設定できます（70 ページの 9.8 節「汎用 I/O 割り込 

み制御レジスタ（HGPIOINT1 と HGPIOINT2）」を参照）。

HGPIOEN の使用には以下の制限があります。

�           EN11およびEN12ビットは、16ビット分離モードでのみ使用します。 8ビット共 

用モードでは、HA[15:0] のピンは使用できません。

�           EN8ビットは、16ビット分離モードでのみ使用します。 8ビット共用モードでは、 

HD[15:8] のピンは使用できません。

�           EN2およびEN4ビットは、8ビット共用モードでのみ使用します。 16ビット分離 

モードでは、HAS および HBIL ピンは使用できません。

�           EN0ビットは、HPIENAピンをLowに下げることによってHPIがディスエーブル

にされた場合のみ、使用できます。 HPIENA が Low の場合、ソフトウェアで EN0 
ビットへ 1 をライトすることにより、HCS、HDS1、HDS2、および HR/W ピン

を GPIO に設定できます。 HPIENA が High の場合、EN0 ビットに 0 をロードす 

る必要があります。HPI の使用中はこれらのピンを GPIO に使用できないためで

す。

図 30. 汎用 I/O イネーブル・レジスタ（HGPIOEN）

凡例：               R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1  HGPIOEN の予約ビットへは 0 をライトします。
注 2  HPIENA 信号が High の場合、EN0 ビットに 0 をロードする必要があります。これは HPI の使用中は、HCS、HDS1、HDS2、および 

HR/W ピンを汎用 I/O に使用できないためです。

CPU のアクセス権（ホストは HGPIOEN にアクセス不可）

15 13 12 11 10 9 8

予約注 1 EN12 EN11 予約注 1 EN8

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

EN7 EN6 予約注 1 EN4 予約注 1 EN2 EN1 EN0 注 2

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0
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表 12. 汎用 I/O イネーブル・レジスタ（HGPIOEN）のビット

ビット フィールド 値 説明

15-13 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

12 EN12 HA[15:8] のピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HA[15:8] は HPI アドレス・バス・ラインです。

1 HA[15:8] が GPIO としてイネーブルとなります。

11 EN11 HA[7:0] のピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HA[7:0] は HPI アドレス・バス・ラインです。

1 HA[7:0] が GPIO としてイネーブルとなります。

10-9 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

8 EN8 HD[15:8] のピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HD[15:8] は HPI データ・バス・ラインです。

1 HD[15:8] が GPIO としてイネーブルとなります。

7 EN7 HD[7:0] のピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HD[7:0] は HPI データ・バス・ラインです。

1 HD[7:0] が GPIO としてイネーブルとなります。

6 EN6 HINT ピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HINT はホスト割り込みピンです。

1 HINT が GPIO としてイネーブルとなります。

5 予約 0 このビットへは 0 をライトします。

4 EN4 HBIL ピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HBIL はバイト識別ラインです。

1 HBIL が GPIO としてイネーブルとなります。

3 予約 0 このビットへは 0 をライトします。

2 EN2 HAS ピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HAS はアドレス・ストローブ・ピンです。

1 HAS が GPIO としてイネーブルとなります。

1 EN1 HCNTL[1:0] のピンの GPIO イネーブル・ビット

0 HCNTL[1:0] はアクセス制御ピンです。

1 HCNTL[1:0] が GPIO としてイネーブルとなります。
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9.5 汎用 I/O 方向レジスタ 1（HGPIODIR1）と汎用 I/O データ・レジスタ 1（HGPIODAT1）

HGPIODIR1とHGPIODAT1のフォーマットを図 31.に示します。 HGPIODIR1の方向 

ビットを表 13. に、HGPIODAT1 のデータ・ビットを表 14. にまとめます。 これらの 

レジスタは CPU がプログラムし、ホストはアクセスできません。

HGPIODIR1 の方向ビットは、HPI データ・バスの各ピンを入力ピンまたは出力ピン

として設定するために使用します。 これらのピンは、任意の組み合わせで、別々に入 

力ピン（方向ビットは 0）または出力ピン（方向ビットは 1）として設定できます。

HGPIODAT1 は HPI データ・バス HD[15:0] の個々のピンを監視またはドライブする

データ・ビットを含みます。 CPU は、対応する HD ピンが HGPIODIR1 で入力ピンと 

出力ピンのどちらに設定されているかにより以下の内容を、データ・ビットへライト

またはリードします。

HGPIOEN で HD ピンの汎用 I/O をイネーブルに設定している場合に限り、CPU はこ

れらの 2 つのレジスタを使用できます。 ピン・バンク HD[15:8] とピン・バンク HD[7:0] 
は、別々にイネーブルまたはディスエーブルに設定できます。

HD[15:8]を制御するビットは16ビット分離モードでのみ使用できます。 8ビット共用 

モードでは、HD[15:8] のピンは使用できません。

0 EN0 HCS、HDS1、HDS2、および HR/W ピン用の GPIO イネーブル・ビット。HPIENA
信号が High（HPI がイネーブル）の場合、これらのピンを GPIO に使用できない

ため、EN0 に 0 をロードする必要があります。

0 HCS、HDS1、HDS2、HR/W はそれぞれ、チップ選択、データ・ストローブ、

リード / ライトのピンです。

1 HCS、HDS1、HDS2、および HR/W が GPIO としてイネーブルとなります。

HPIENA が High のとき、この設定は無効です。

ピン方向 データ・ビットの機能

入力 0 のリードは入力信号が Low であることを示します。 1 のリードは入 

力信号が High であることを示します。 ライトはデータ・ビットに影 

響しません。

出力 0 のライトは出力信号を Low にドライブします。 1 のライトは出力信 

号を High にドライブします。

表 12. 汎用 I/O イネーブル・レジスタ（HGPIOEN）のビット

ビット フィールド 値 説明
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図 31. HGPIODIR1 および HGPIODAT1 レジスタのフォーマット

凡例：              R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値

表 13. 汎用 I/O 方向レジスタ 1（HGPIODIR1）のビット

表 14. 汎用 I/O データ・レジスタ 1（HGPIODAT1）のビット

CPU のアクセス権（ホストは HGPIODIR1 および HGPIODAT1 にアクセス不可）

15 14 13 12 11 10 9 8

HD15 HD14 HD13 HD12 HD11 HD10 HD9 HD8

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

HD7 HD6 HD5 HD4 HD3 HD2 HD1 HD0

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

ビット フィールド 説明

15-0 HD15 ～ HD0 HD[15:0] のピンの方向ビット。 各方向ビットの機能を以下にまとめました。ここで x は 0 
～ 15 の数を意味します。

HDx 方向ビット HDx のピン方向

0 入力

1 出力

ビット フィールド 説明

15-0 HD15 ～ HD0 HD[15:0] のピンのデータ・ビット。 各データ・ビットの機能を以下にまとめました。ここ 

で x は 0 ～ 15 の数を意味します。

HDx データ・ビット HDx ピン上の信号

0 Low

1 High
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9.6 汎用 I/O 方向レジスタ 2（HGPIODIR2）と汎用 I/O データ・レジスタ 2（HGPIODAT2）

HGPIODIR2とHGPIODAT2のフォーマットを図 32.に示します。 HGPIODIR2の方向 

ビットを表 15. に、HGPIODAT2 のデータ・ビットを表 16. にまとめます。 これらの 

レジスタは CPU がプログラムし、ホストはアクセスできません。

HGPIODIR1 の方向ビットは、さまざまな HPI 制御ピンを入力ピンまたは出力ピンと

して設定するために使用します。 これらのピンは、任意の組み合わせで、別々に入力 

ピンまたは出力ピンとして設定できます。

HGPIODAT2 は、HPI の個々の制御ピンを監視またはドライブするデータ・ビットを

含みます。 CPU は、対応する制御ピンが HGPIODIR2 で入力ピンと出力ピンのどちら 

に設定されているかにより以下の内容を、データ・ビットへライトまたはリードしま

す。

HGPIOEN で対応する制御ピンの汎用 I/O をイネーブルに設定している場合に限り、

CPU はこれらの 2 つのレジスタを使用できます。 HAS および HBIL ピンを制御する 

ビットは、8 ビット共用モードでのみ使用できます。 16 ビット分離モードでは、HAS 
および HBIL ピンは使用できません。 HPIENA ピンが Low にプルされている場合に限 

り、HCS、HDS1、HDS2、および HR/W ピンを GPIO に使用できます。

図 32. HGPIODIR2 および HGPIODAT2 レジスタのフォーマット

凡例：               R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1  これらの予約ビットへは 0 をライトします。

ピン方向 データ・ビットの機能

入力 0 のリードは入力信号が Low であることを示します。 1 のリードは入 

力信号が High であることを示します。 ライトはデータ・ビットに影 

響しません。

出力 0 のライトは出力信号を Low にドライブします。 1 のライトは出力信 

号を High にドライブします。

CPU のアクセス権（ホストは HGPIODIR2 および HGPIODAT2 にアクセス不可）

15 9 8

予約注 1 HINT

R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

HCNTL0 HCNTL1 HBIL HRW HDS2 HDS1 HCS HAS

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0
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表 15. 汎用 I/O 方向レジスタ 2（HGPIODIR2）のビット

ビット フィールド 値 説明

15-9 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

8 HINT HINT ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

7 HCNTL0 HCNTL0 ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

6 HCNTL1 HCNTL1 ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

5 HBIL HBIL ピンの方向ビット （このピンは 8 ビット共用モードのみで使用できます）

0 入力

1 出力

4 HRW HR/W ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

3 HDS2 HDS2 ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

2 HDS1 HDS1 ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

1 HCS HCS ピンの方向ビット

0 入力

1 出力

0 HAS HAS ピンの方向ビット （このピンは 8 ビット共用モードのみで使用できます）

0 入力

1 出力
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表 16. 汎用 I/O データ・レジスタ 2（HGPIODAT2）のビット

ビット フィールド 値 説明

15-9 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

8 HINT HINT ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

7 HCNTL0 HCNTL0 ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

6 HCNTL1 HCNTL1 ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

5 HBIL HBIL ピンのデータ・ビット （このピンは 8 ビット共用モードのみで使用できます）

0 Low

1 High

4 HRW HR/W ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

3 HDS2 HDS2 ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

2 HDS1 HDS1 ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

1 HCS HCS ピンのデータ・ビット

0 Low

1 High

0 HAS HAS ピンのデータ・ビット （このピンは 8 ビット共用モードのみで使用できます）

0 Low

1 High
SPRU620D ホスト・ポート・インターフェイス（HPI） 67



HPI レジスタ
9.7 汎用 I/O 方向レジスタ 3（HGPIODIR3）と汎用 I/O データ・レジスタ 3（HGPIODAT3）

HGPIODIR3とHGPIODAT3のフォーマットを図 33.に示します。 HGPIODIR3の方向 

ビットを表 17. に、HGPIODAT3 のデータ・ビットを表 18. にまとめます。 これらの 

レジスタは CPU がプログラムし、ホストはアクセスできません。

HGPIODIR3 の方向ビットは、各 HPI アドレス・バス・ピンを入力ピンまたは出力ピ

ンとして設定するために使用します。 これらのピンは、任意の組み合わせで、別々に 

入力ピンまたは出力ピンとして設定できます。

HGPIODAT3 は、HPI アドレス・バス、HA[15:0] の個々のピンを監視またはドライブ

するデータ・ビットを含みます。 CPU は、対応する HA ピンが HGPIODIR3 で入力ピ 

ンと出力ピンのどちらに設定されているかにより以下の内容を、データ・ビットへラ

イトまたはリードします。

これらの 2 つのレジスタの使用方法は、以下の 2 つの条件により異なります。

�           HGPIOENでHAピンの汎用I/Oをイネーブルに設定する必要があります。 ピン・バ 

ンク HA[15:8] とピン・バンク HA[7:0] は、別々にイネーブルまたはディスエー

ブルにできます。

�           HPI は、16 ビット分離モードにする必要があります。 8 ビット共用モードでは、 

HA[15:0] のピンは使用できません。

ピン方向 データ・ビットの機能

入力 0 のリードは入力信号が Low であることを示します。 1 のリードは入 

力信号が High であることを示します。 ライトはデータ・ビットに影 

響しません。

出力 0 のライトは出力信号を Low にドライブします。 1 のライトは出力信 

号を High にドライブします。

注：
TMS320VC5501 デバイス上では、HGPIODIR3 と HGPIODAT3 のレジスタ・アド

レスが予約されています。 これらのデバイス上では、HGPIODIR3 および 
HGPIODAT3 が制御する HA[15:0] のピンが存在しないため、これらのレジスタは
必要ありません。
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図 33. HGPIODIR3 および HGPIODAT3 レジスタのフォーマット

凡例：               R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値

CPU のアクセス権（ホストは HGPIODIR3 および HGPIODAT3 にアクセス不可）

15 14 13 12 11 10 9 8

HA15 HA14 HA13 HA12 HA11 HA10 HA9 HA8

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

7 6 5 4 3 2 1 0

HA7 HA6 HA5 HA4 HA3 HA2 HA1 HA0

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 17. 汎用 I/O 方向レジスタ 3（HGPIODIR3）のビット

ビット フィールド 説明

15-0 HA15 ～ HA0 HA[15:0] のピンの方向ビット。 各方向ビットの機能を以下にまとめました。ここで x は 0 
～ 15 の数を意味します。

HAx 方向ビット HAx のピン方向

0 入力

1 出力

表 18. 汎用 I/O データ・レジスタ 3（HGPIODAT3）のビット

ビット フィールド 説明

15-0 HA15 ～ HA0 HA[15:0] のピンのデータ・ビット。 各データ・ビットの機能を以下にまとめました。ここ 

で x は 0 ～ 15 の数を意味します。

HAx データ・ビット HAx ピン上の信号

0 Low

1 High
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9.8 汎用 I/O 割り込み制御レジスタ（HGPIOINT1 と HGPIOINT2）

HGPIOINT1と HGPIOINT2 のフォーマットを図 34. に示します。 これらのレジスタは 

CPU がプログラムし、ホストはアクセスできません。

HGPIOINT1 の HAS ビット（表 19. を参照）は、HAS ピンを割り込みピンとしてイ

ネーブルにするかどうかを決定します。 HGPIOINT2 の HAS ビット（表 20. を参照） 

は、割り込み信号を HAS 上で反転するかどうかを決めます。

正しく設定した場合、HAS を High または Low にドライブすることにより、ホストは

CPU への割り込みを生成できます。 この割り込みは、ホストが HPIC で DSPINT ビッ 

トを 0 から 1 にして生成する割り込みと同じです。

HAS は 8 ビット共用モードへの割り込みにのみ使用できます。 16 ビット分離モード 

では、HAS は使用できません。

HAS の割り込みを正しく設定するには、CPU で以下を実行する必要があります。

�             HGPIOEN で HAS の汎用 I/O をイネーブルに設定します。

�             HGPIODIR2 で HAS が入力ピンとして設定されていることを確認します。

�             HGPIOINT2 で反転のあるなしを選択します。

�             HGPIOINT1 で、HAS の割り込みをイネーブルにセットします。

図 34. HGPIOINT1 および HGPIOINT2 レジスタのフォーマット

凡例：              R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値

注 1  これらの予約ビットへは 0 をライトします。

CPU のアクセス権（ホストは HGPIOINT1 および HGPIOINT2 にアクセス不可）

15 3 2 1 0

予約注 1 HAS 予約注 1

R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 19. 汎用 I/O 割り込み制御レジスタ 1（HGPIOINT1）のビット

ビット フィールド 値 説明

15-3 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

2 HAS HAS ピンの割り込みイネーブル・ビット（このピンは 8 ビット共用モードでのみ

使用できます）。

0 HAS ピンは割り込みを生成できません。

1 HAS ピンは潜在的な割り込みピンとしてイネーブルになります。 HAS ピンが、汎 

用 I/O をイネーブルにした入力ピンとして設定されている場合、CPU への割り込

み生成に使用できます。

1-0 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。
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9.9 電力およびエミュレーション管理レジスタ（HPWREMU）

図 35. は、HPWREMU のフォーマットを示しています。 このレジスタのビットは、表 

21. に記載する HPI のエミュレーション・モードを決める組み合わせを作ります。

CPU は HPWREMU へのフル・リード / ライト・アクセスを持ちます。 ホストはこの 

レジスタにアクセスできません。

図 35. 電力およびエミュレーション管理レジスタ（HPWREMU）

凡例：               R = リード、W = ライト、-n = ハードウェア・リセット後の値
注 1  これらの予約ビットへは 0 をライトします。

表 20. 汎用 I/O 割り込み制御レジスタ 2（HGPIOINT2）のビット

ビット フィールド 値 説明

15-3 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

2 HAS HAS ピンの割り込み反転ビット（このピンは 8 ビット共用モードでのみ使用でき

ます）。

0 反転なし。 HAS を Low にドライブすると、CPU への DSP 割り込み要求を生成し 

ます。

1 反転あり。 HAS を High にドライブすると、CPU への DSP 割り込み要求を生成し 

ます。

1-0 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

CPU のアクセス権（ホストは HPWREMU にアクセス不可）

15 2 1 0

予約注 1 SOFT FREE

R/W-0 R/W-0 R/W-0

表 21. 電力およびエミュレーション管理レジスタ（HPWREMU）のビット 

ビット フィールド 値 説明

15-2 予約 0 これらのビットへは 0 をライトします。

1 SOFT FREE = 0 の場合、このエミュレーション・ビットは、HPI をフリー・ランさせる  

か、またはエミュレーションの一時停止状態に対応してソフト・ストップさせる
かを決定します。

0 フリー・ラン。 HPI はエミュレーション一時停止状態の影響を受けません。

1 ソフト・ストップ。 エミュレーション一時停止状態に対応して、現在のホストお 

よび HPI DMA 転送の完了後、HPI DMA ロジックを停止します。 詳細については、   

52 ページの 8.2 節「エミュレーション・モード」を参照してください。

0 FREE このエミュレーション・ビットは、HPI がエミュレーション一時停止状態を検出

したときに、HPI をフリー・ランさせるか、SOFT ビットを参照するかを決定し

ます。

0 SOFT ビットが、HPI の対応を決定します。

1 フリー・ラン。 HPI はエミュレーション一時停止状態の影響を受けません。
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